
平
成
十
二
年
に
私
は
、
『
日
本
中
世
法
書
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
刊
）
を
公
に

し
た
。
本
書
で
は
、
ま
ず
中
世
初
期
の
代
表
的
な
法
書
で
あ
る
『
法
曹
至
要

抄
』
と
『
裁
判
至
要
抄
』
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
法
書
を

主
た
る
材
料
と
し
て
当
時
の
明
法
家
（
法
曹
）
に
よ
る
法
解
釈
を
分
析
し
、
そ

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

四三二一

は
じ
め
に

は
じ
め
に

「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て

「
異
財
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）

「
異
財
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
二
）

『
法
曹
至
要
抄
』
の
価
値

む
す
び
に
か
え
て

の
法
解
釈
が
中
世
法
の
法
理
形
成
に
果
た
し
た
役
割
を
考
察
し
た
。

そ
の
後
、
幸
い
な
こ
と
に
、
新
田
一
郎
氏
、
梅
田
康
夫
氏
、
上
杉
和
彦
氏
、

（
１
）

瀬
賀
正
博
氏
等
が
、
拙
著
を
御
紹
介
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
御
批
判
を
頂
く
こ
と

が
出
来
た
。

『
法
曹
至
要
抄
』
と
『
裁
判
至
要
抄
』
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
大

方
の
御
賛
同
を
得
ら
れ
た
様
で
あ
る
が
、
両
法
書
を
通
じ
て
明
法
家
に
よ
る
法

創
造
が
確
認
で
き
る
事
例
と
し
て
私
が
紹
介
し
た
「
和
与
」
や
「
悔
還
」
の
法

理
に
つ
い
て
は
、
異
論
も
出
さ
れ
た
．
こ
れ
ら
の
問
題
は
両
法
書
に
お
け
る
法

源
の
引
用
方
法
と
も
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
の
様
な
疑
義
に
対

し
て
は
、
や
は
り
明
確
に
お
答
え
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
私
の
説
明
が
不
充
分
で
あ
っ
た
為
に
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
著
作
目

的
に
つ
い
て
、
私
の
真
意
が
十
分
に
読
者
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
著
作
目
的
に
関
し
て
も
更
に
説
明
を

長
又
高
夫
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加
え
、
本
書
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

｜
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て

私
は
、
拙
著
『
日
本
中
世
法
書
の
研
究
』
に
お
い
て
、
『
法
曹
至
要
抄
』
と

『
裁
判
至
要
抄
』
と
の
関
係
を
次
の
様
に
論
じ
た
。
即
ち
、
白
河
・
鳥
羽
院
政

期
に
活
踵
し
た
明
法
博
士
坂
上
明
兼
が
、
家
学
で
あ
る
明
法
道
を
子
孫
に
伝
え

ん
が
為
に
著
し
た
の
が
『
法
曹
至
要
抄
』
で
あ
り
、
明
兼
の
孫
の
明
基
が
、
後

鳥
羽
上
皇
の
命
を
受
け
て
、
当
時
公
家
方
の
裁
判
機
関
で
あ
っ
た
記
録
所
の
職

員
の
法
実
務
に
資
せ
ん
が
為
に
、
『
法
曹
至
要
抄
』
を
全
面
的
に
修
正
し
た
も

の
が
『
裁
判
至
要
抄
』
で
あ
っ
た
と
。

当
時
の
明
法
博
士
は
、
法
曹
と
し
て
、
公
卿
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
様
々
な

法
律
問
題
に
対
す
る
鑑
定
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
鑑
定

意
見
は
、
明
法
勘
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
も
し
勘
文
に
失
錯
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
明
法
博
士
の
職
を
追
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

院
政
期
以
降
、
数
多
く
の
明
法
博
士
を
輩
出
し
、
博
士
家
と
し
て
の
地
位
を

固
め
つ
つ
あ
っ
た
坂
上
氏
で
あ
っ
た
が
、
も
し
家
業
を
継
承
し
た
子
孫
達
の
中

に
、
明
法
博
士
と
し
て
の
適
性
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
者
が
現
れ
れ
ば
、
博
士
家

と
し
て
の
地
位
も
危
う
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
様

に
、
つ
ま
り
は
己
の
子
孫
達
が
不
適
切
な
鑑
定
を
行
な
う
こ
と
の
な
い
様
に
、

明
法
勘
文
作
成
の
虎
の
巻
と
し
て
『
法
曹
至
要
抄
』
は
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
体
裁
が
、
明
法
勘
文
の
内
容
ご
と
に
分
類
整
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
故
実
・
旧
例
・
典
拠
等
を
法
源
と
し
て
引
用
し
、
そ
こ
に
按
文

を
付
す
と
い
っ
た
本
書
各
条
文
の
形
式
が
、
明
法
勘
文
の
形
式
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

ま
た
、
坂
上
氏
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
法
書
『
裁
判
至
要
抄
』

は
、
後
鳥
羽
院
の
命
を
受
け
た
時
の
明
法
博
士
坂
上
明
基
が
、
記
録
所
寄
人
の

為
に
著
し
た
記
録
所
勘
文
の
雛
形
集
で
あ
っ
た
。

記
録
所
で
訴
訟
の
審
理
に
当
た
っ
た
寄
人
に
は
、
明
法
家
ば
か
り
で
は
な

く
、
明
経
・
文
章
・
算
道
ら
の
各
博
士
等
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
等
が
記

録
所
勘
文
（
Ⅱ
判
決
案
）
を
作
成
す
る
際
に
は
、
必
ず
律
令
格
式
を
典
拠
と
し

て
引
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
、
彼
等
に
は
、
そ
の
為
の
手
引
書
が
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
寄
人
の
一
人
で
あ
っ
た
坂
上
明
基
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
で
あ
る
。

明
基
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
各
条
文
の
中
か
ら
、
記
録
所
の
管
掌
事
項
に

関
す
る
も
の
を
抄
出
し
、
そ
れ
に
修
正
を
加
え
、
『
裁
判
至
要
抄
』
を
著
し

た
。
そ
の
修
正
は
按
文
の
法
解
釈
上
の
表
現
の
み
な
ら
ず
、
法
源
の
引
用
の
仕

方
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
法
解
釈
上
の
表
現
の
違
い
と
い
う
点
で
は
、

『
裁
判
至
要
抄
』
の
方
が
、
実
際
の
法
適
用
の
こ
と
を
考
え
て
、
よ
り
丁
寧
で

具
体
的
、
な
お
か
つ
簡
潔
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
源
の
引
用
方
法

の
相
違
点
と
し
て
は
、
た
と
い
両
書
が
同
一
事
案
の
事
を
論
じ
、
同
じ
律
令
格

式
を
引
用
す
る
と
き
で
も
、
『
裁
判
至
要
抄
』
の
場
合
は
、
直
接
事
案
に
関
わ

る
部
分
の
み
を
抜
粋
し
て
引
用
す
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
か
く
の
如

き
両
書
の
性
格
の
違
い
は
、
そ
の
編
纂
目
的
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ

三
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た
。
以
上
述
べ
た
所
の
『
法
曹
至
要
抄
』
と
『
裁
判
至
要
抄
』
と
い
う
一
う
の
法

書
の
編
纂
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
諸
賢
の
御
賛
同
を
得
ら
れ
た
様
で

あ
る
。私

は
、
右
の
結
論
を
導
く
為
に
、
両
書
の
対
応
条
文
を
比
較
検
討
し
、
両
書

の
法
解
釈
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法

理
を
説
く
両
書
の
法
解
釈
に
関
し
て
、
梅
田
氏
か
ら
御
批
判
を
頂
い
た
の
で
、

ま
ず
は
こ
の
点
か
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
梅
田
氏
は
『
法
曹
至
要
抄
』
に
お
け

る
法
源
の
引
用
方
法
の
原
則
を
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
私
見
を
批
判
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
両
書
が
法
源
を
引
用
す
る
際
の
原
則
に
つ
い
て
も
確

認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

以
下
に
梅
田
氏
の
所
論
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
拙
著
第
三
章
「
和
与
概
念
成

立
の
歴
史
的
意
義
」
に
お
い
て
、
私
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
（
雑

事
条
１
）
条
と
『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
三
条
が
と
も
に
解
釈
立
法
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
両
条
の
法
源
の
引
用
の
仕

方
か
ら
、
明
法
家
が
名
例
律
犯
条
の
本
性
、
子
注
を
故
意
に
訓
み
変
え
、
律
意

と
は
異
な
る
新
し
い
法
解
釈
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
私
見
に
対
し
、
梅
田
氏
は
次
の
様
に
批
判
を
加
え
ら
れ
た
。
い
さ
か
か
長

文
の
引
用
と
な
る
が
、
誤
解
を
避
け
る
為
に
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（
①
②
な

ら
び
に
波
線
は
長
又
が
付
記
し
た
）
。

著
者
（
長
又
）
は
、
本
来
「
不
応
取
財
而
取
、
与
者
無
罪
、
皆
是
」
と
あ

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

ば
、
「
取
与
不
和
」
の
す
ぐ
後
に
「
注
云
」
「
疏
云
」
と
し
て
本
性
と
律
疏

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
本
文
の
例
外
規
定
の
よ
う
な
性
格

「
取
与
不
和
、
錐
和
、
与
者
無
罪
、
若
乞
索
之
鰄
、
並
還
」
と
な
っ
て
お

り
、
傍
線
部
分
が
本
性
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
い
ず
れ
も
鰄

物
は
主
に
返
す
の
が
、
律
の
規
定
の
趣
旨
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
法
曹
至

要
抄
』
で
は
こ
の
律
文
を
次
の
よ
う
な
形
で
引
用
し
て
い
る
。

名
例
律
云
、
取
与
不
和
、
若
乞
索
之
鰄
、
並
還
主
、
上
文
注
云
、
錐

和
与
者
無
罪
（
以
下
、
疏
文
は
省
略
）

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
疏
文
の
誤
読
を
持
ち
出
す
前
に
、
ま
ず
律
文
の
引

用
の
仕
方
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
疏
文
を
除
く
と
律
文
は
本
来

る
名
例
律
犯
彼
此
倶
罪
条
の
疏
文
を
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
「
不

応
取
財
、
而
取
与
者
無
罪
、
皆
是
」
と
誤
読
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
領

者
、
授
与
者
は
と
も
に
無
罪
と
理
解
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
和
与
物
不
悔

還
」
と
い
う
法
理
が
成
立
し
た
と
主
張
す
る
。
疏
文
の
引
用
の
微
細
な
変Ｉ

化
に
気
づ
い
た
こ
と
は
な
か
な
か
に
慧
眼
と
い
え
よ
う
が
、
し
か
し
な
が

す
な
わ
ち
、
本
注
部
分
が
律
本
文
と
別
個
に
切
り
離
さ
れ
て
表
示
さ
れ

②

「
裁
判
至
要
抄
」

理
を
導
く
ぴ

「
法
曹
至
要
抄
』
の
通
常
の
律
ウ
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梅
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
私
は
、
名
例
律
躯
彼
此
倶
罪
条
の
子
注
（
疏

文
）
の
訓
み
か
え
に
重
要
な
意
味
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
梅
田
氏
は
、
そ
の

よ
う
な
「
微
細
」
な
こ
と
に
で
は
な
く
、
こ
こ
で
の
「
律
本
文
等
の
引
用
の
仕

方
」
に
こ
そ
、
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
梅
田
氏
も
『
法

曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
子
注
の
訓
み
変
え
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
）
。

梅
田
氏
は
「
本
注
部
分
が
律
本
文
と
別
個
に
切
り
離
さ
れ
て
表
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
本
文
の
例
外
規
定
の
よ
う
な
性
格
を
付
与
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
波
線
部
②
）
と
論
じ
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
（
雑
事

（
３
）

条
１
）
条
の
法
解
釈
を
見
よ
う
。

し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
来
で
あ
れ
ば
「
取
与
不
和
」
や

「
乞
索
之
鰄
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
「
並
還
主
」
と
い
う
点
で
は
並
列
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
「
錐
和
、
与
者
無
罪
」
の
場
合
が
、
そ

れ
ら
の
場
合
と
対
比
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
疏

文
の
微
細
な
変
化
は
こ
う
し
た
律
文
引
用
の
趣
旨
に
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
疏
文

の
微
細
な
変
化
よ
り
も
、
ま
ず
律
文
の
引
用
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
と
評

者
（
梅
田
氏
）
は
考
え
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
和
与
」
は
「
取
与
不

和
」
の
部
分
か
ら
そ
の
反
対
概
念
と
し
て
誘
導
さ
れ
た
と
す
る
平
山
行
三

氏
の
従
来
の
考
え
方
に
対
し
て
「
和
与
」
の
淵
源
を
「
錐
和
、
与
者
無

（
２
）

罪
」
の
部
分
に
求
め
た
著
者
の
業
績
を
認
め
る
の
に
吝
か
で
は
な
い
。

右
の
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
条
で
は
、
典
拠
と
し
て
ま
ず
職
制
律
記

挟
勢
乞
索
条
の
本
文
と
、
そ
の
本
注
（
「
注
云
」
）
・
子
注
（
「
疏
云
」
）
が
引
用

さ
れ
、
続
い
て
名
例
律
塊
彼
此
倶
罪
条
の
本
文
と
そ
の
本
注
（
「
上
文
注
云
」
）
・
子

注
（
員
云
」
）
が
引
か
れ
て
い
る
。
梅
田
氏
は
、
本
来
、
名
例
律
犯
彼
此
倶
罪
条

の
本
文
「
取
与
不
和
」
の
下
に
あ
る
本
注
、
子
注
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
で
「
和

与
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
導
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
直
な

所
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
仮
に
梅
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
『
法
曹
至
要

抄
』
の
撰
者
が
意
図
的
に
、
律
本
文
、
律
本
注
、
律
子
注
の
順
に
並
べ
変
え
た

『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
（
雑
事
条
１
）
条

一
、
和
与
物
不
悔
還
事

〔
快
）

職
制
律
云
。
因
官
狭
勢
。
及
豪
強
之
人
乞
索
者
。
坐
臓
論
減
一
等
。
将

送
者
為
従
。
注
云
。
親
故
相
与
者
勿
論
。
疏
云
。
親
謂
内
外
五
等
以
上

〔
索
〕

親
。
若
三
等
以
上
婚
姻
之
家
。
故
謂
索
是
通
家
、
或
欽
風
若
旧
。
車
馬

〔
格
〕

不
恰
。
稿
綜
相
胎
之
類
。
名
例
律
云
。
取
与
不
和
。
若
乞
索
之
鰄
。
並

還
主
。
上
文
注
云
。
難
和
与
人
無
罪
。
疏
云
。
不
応
取
財
。
而
取
与
者

元
罪
。
皆
是
。

案
之
。
旧
病
馬
牛
之
類
。
錐
有
変
易
之
期
。
不
限
親
疎
。
和
与
之

財
。
全
無
悔
還
之
法
。
只
以
一
与
之
状
。
可
為
万
代
之
験
笑
。

＊
Ⅱ
「
財
」
は
陽
明
文
庫
本
・
旧
林
崎
文
庫
本
に
無
い
が
、
群
書
類
従
本

に
よ
っ
て
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
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と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
が
説
明

さ
れ
る
の
か
解
ら
な
い
。
梅
田
氏
の
主
張
は
、
「
取
与
不
和
」
「
難
和
与
者
無

罪
」
「
乞
索
」
の
鰄
は
、
い
ず
れ
も
原
主
に
還
す
の
が
名
例
律
犯
彼
此
倶
罪
条

の
原
則
で
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
本
注
で
あ
る
「
難
和
与
者
無
罪
」
を
本
文

か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
錐
和
与
者
無
罪
」
場
合
は
鰄
物
を
原
主
に

返
還
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
法
解
釈
（
Ⅱ
和
与
物
不
悔
還
の
法
理
）
を
導
い
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
律
本
注
と
律
子
注
を
独
立
さ
せ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
の
律
本
注
と
律
子
注
そ
の
も
の
か
ら
「
和
与
物
不
悔
還
」
の

法
理
を
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
「
錐
和
与
者
無
罪
」
の
鰄
を
原
主
に
返

還
し
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
根
拠
は
、
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
律
子
注
を
意
図
的
に
訓
み
か
え
る
こ
と
、
即
ち
、
本
来
は
授
与
者
無
罪

（
４
）

（
受
領
者
有
罪
）
と
あ
る
律
子
注
を
受
領
者
・
授
与
者
と
も
に
罪
な
し
と
訓
み

か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
の
根
拠
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

梅
田
説
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
条
の
法
源
の
配
列
が
例
外
的
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
を
前
提
と
す
る
が
、
律
文
を
引
用
す
る
際
に
本
性
と

子
注
を
本
文
か
ら
切
り
離
し
て
独
立
さ
せ
る
と
い
う
当
該
条
の
如
き
法
源
の
引

用
法
が
、
特
別
な
事
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

梅
田
氏
に
よ
る
と
、
日
本
律
の
通
り
に
順
次
、
本
文
、
本
注
、
子
注
を
引
用

す
る
の
が
『
法
曹
至
要
抄
』
の
「
通
常
の
引
用
法
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
律
令
の
文
を
法
源
と
し
て
引
用
す
る
際
に
、
本
文

を
ま
ず
示
し
た
後
に
、
そ
の
本
性
や
子
注
を
、
「
注
云
」
或
い
は
「
疏
云
」
と

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

し
て
独
立
さ
せ
て
引
用
す
る
方
法
は
随
所
で
確
認
出
来
る
の
で
あ
り
、
『
法
曹

至
要
抄
』
中
巻
第
四
一
条
に
限
り
、
法
源
の
配
列
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

本
文
の
後
に
、
そ
の
本
注
、
子
注
を
別
個
に
引
用
す
る
と
き
に
は
、
た
だ
単

（
５
）

に
、
「
注
云
」
や
「
疏
云
」
と
し
て
引
用
す
る
場
合
と
、
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻

第
四
一
条
の
如
く
、
「
上
文
注
云
」
、
「
上
文
疏
云
」
と
し
て
引
用
す
る
場
合
が

（
６
）

あ
っ
た
。
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
律
令
の
文
を
法
源
と
し
て
引
用
す
る

際
に
は
法
解
釈
を
導
く
の
に
都
合
の
よ
い
部
分
の
み
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
の

（
７
）

で
あ
り
、
意
を
も
っ
て
文
を
補
っ
た
り
、
そ
の
取
意
文
を
記
す
こ
と
も
あ
つ

（
８
）

た
。
つ
ま
り
、
撰
者
は
、
そ
れ
が
た
と
い
基
本
法
た
る
律
令
の
文
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
一
言
一
句
、
正
確
に
引
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
梅
田
氏
の
如
く
、
中
巻
第
四
一
条
の
法
源
の
配
列

か
ら
、
撰
者
の
法
解
釈
の
在
り
方
を
論
ず
る
こ
と
は
、
や
は
り
難
し
い
と
い
え

よ
う
（
た
だ
し
、
立
法
解
釈
を
行
な
っ
た
上
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
違
い
を
明
確

に
す
る
為
に
本
性
を
後
置
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
）
。

さ
ら
に
梅
田
氏
は
、
次
に
示
す
『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
三
条
に
名
例
律
犯
彼

此
倶
罪
条
の
子
注
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
「
和
与
物
不
悔

還
」
の
法
理
が
、
子
注
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
の
根
拠
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
（
波
線
部
①
）
、
果
た
し
て
そ
う
簡
単
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
三
条

三
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梅
田
氏
の
如
き
主
張
を
行
な
う
為
に
は
、
『
裁
判
至
要
抄
』
の
「
通
常
の
律

文
引
用
法
」
を
ま
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
裁
判
至
要
抄
』
の
各
条
文

中
に
子
注
が
法
源
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
実
は
、
次
の
二
十
九
条
た

だ
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

右
の
条
文
は
、
外
孫
（
女
子
の
子
）
に
譲
与
し
た
財
は
、
外
祖
父
母
と
錐
も

鞭
く
悔
還
す
事
が
出
来
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
典
拠
と
な

る
の
は
、
外
祖
父
母
と
錐
も
、
外
孫
の
財
物
を
奪
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
提
訴

闘
訟
律
云
。
告
外
祖
父
母
父
母
。
徒
二
年
。
疏
云
．
或
侵
奪
財
物
。
或
殴

打
其
身
之
類
。
得
自
理
訴
。

案
之
。
外
祖
父
母
侵
奪
財
物
之
時
。
既
聴
理
訴
。
佃
譲
女
子
之
子
之

財
。
諏
不
悔
還
。
但
未
異
財
畢
者
。
可
悔
還
之

一
、
和
与
乞
索
物
事

名
例
律
云
、
取
与
不
和
。
若
乞
索
之
鰄
、
井
還
主
。
注
云
。
和
与
者
無

罪
。戸
婚
律
云
、
放
家
人
為
良
。
已
経
本
属
。
而
還
圧
為
賤
者
、
徒
二
年
。

案
之
。
和
与
之
物
不
可
悔
還
。
而
不
在
志
之
所
之
。
強
乞
取
之
物
。

可
還
其
主
。
又
於
圧
状
者
。
不
可
備
証
文
。

『
裁
判
至
要
抄
』
第
二
九
条

一
、
処
分
外
孫
財
。
不
悔
還
事

し
得
る
と
い
う
、
子
注
（
「
疏
云
」
）
の
方
で
あ
り
、
そ
の
直
前
に
引
か
れ
て
い

る
闘
訟
律
蛎
条
の
本
文
（
「
告
外
祖
父
母
、
徒
二
年
」
）
は
、
直
接
の
典
拠
と
は
な

っ
て
い
な
い
（
つ
ま
り
如
何
な
る
条
文
の
子
注
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
為
に
引

用
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
こ
で
子
注
が
引
用
さ
れ
た
の
は
、
律
本
文
だ
け
を
引
用
し

た
の
で
は
、
法
源
と
し
て
の
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
子
注
の
み
な
ら
ず
本
性
の
場
合
も
、
法
解
釈
を
導
く
為
に
ど
う
し
て

も
必
要
な
場
合
に
だ
け
、
『
裁
判
至
要
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
裁
判
至
要

抄
』
に
律
本
文
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
本
注
ま
で
も
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
今
問

題
と
な
っ
て
い
る
第
一
三
条
と
、
第
一
三
条
と
ま
っ
た
く
同
じ
法
源
が
引
用
さ

れ
て
い
る
第
三
三
条
（
第
一
三
条
と
同
様
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
示
す

（
９
）

（
い
）

他
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
、
さ
ら
に
第
一
四
条
の
計
三
例
だ
け
で
あ
る
。
第

一
三
条
（
第
三
三
条
も
同
様
）
で
な
ぜ
本
性
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
ま
ず
は
第
一
四
条
を
見
て
お
こ
う
。

右
の
『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
四
条
は
、
本
主
か
ら
借
り
た
り
預
か
っ
た
り
し

『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
四
条

一
、
借
物
預
物
被
強
盗
被
焼
亡
。
不
弁
償
事

雑
律
云
。
火
水
有
所
損
敗
。
誤
失
者
。
不
償
。
又
条
云
。
棄
殴
官
私
器
物

者
。
各
備
償
。
注
云
。
被
強
盗
者
。
不
償
。

案
之
。
借
人
宅
為
失
火
焼
亡
。
渡
海
間
。
遭
風
波
入
水
。
又
被
強
盗
。

如
此
顕
然
之
類
。
損
失
不
可
弁
償
。
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た
物
を
、
強
盗
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
火
事
で
焼
失
さ
せ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
は
（
つ
ま
り
故
意
で
な
い
場
合
）
、
借
主
・
預
主
に
賠
償
責
任
が
生

じ
な
い
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
按
文
の
後
半
部
分
の
法
解
釈
「
又
被
強

盗
」
は
雑
律
訂
条
の
本
性
を
そ
の
典
拠
と
せ
ね
ば
、
導
き
出
せ
な
い
も
の
で
あ

る
（
つ
ま
り
本
文
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
解
釈
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
『
裁

判
至
要
抄
』
の
「
通
常
の
律
文
引
用
法
」
は
本
文
の
み
を
引
用
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
た
が
、
本
文
だ
け
を
引
用
し
た
の
で
は
法
源
と
し
て
、
意
味
を
な

さ
な
い
と
き
に
だ
け
、
本
注
さ
ら
に
は
子
注
ま
で
も
が
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。前

述
せ
る
如
く
、
『
裁
判
至
要
抄
』
は
、
記
録
所
寄
人
達
の
法
実
務
の
手
引

き
書
と
し
て
著
さ
れ
た
法
書
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
書
に
法
源
と
し
て
引
か
れ
る

律
令
格
式
は
、
法
解
釈
を
導
く
為
に
必
要
不
可
欠
な
部
分
だ
け
が
摘
出
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
法
解
釈
（
Ⅱ
按
文
）
も
、
実
際
の
法
適
用
の
こ
と
を
考
え

て
、
具
体
的
か
つ
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
三
条
で
は
、
「
和
与
物
不
悔
還
」
の

法
理
を
導
く
為
の
直
接
の
法
源
と
な
る
子
注
「
不
応
取
財
而
取
与
者
元
罪
。
皆

是
」
を
引
用
せ
ず
に
、
こ
の
法
理
を
説
明
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
拙

著
で
既
に
説
明
し
た
様
に
、
『
裁
判
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
本
注
ま
で
も
訓
み

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
法
理
を
説
明
し
て
い
る
所
に
答
え
が
あ
る
。
即

ち
、
「
和
す
る
と
難
も
、
与
へ
る
者
罪
な
し
」
と
い
う
本
性
を
引
用
す
る
際

に
、
文
頭
の
「
難
」
を
削
り
、
「
和
与
の
者
罪
な
し
」
と
文
章
を
訓
み
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
そ
の
意
味
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

こ
れ
は
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
名
例
律
犯
彼
此
倶
罪
条
の
子
注
「
不

応
取
財
而
取
。
与
者
無
罪
」
を
「
不
応
取
財
。
而
取
与
者
無
罪
」
と
訓
み
変
え

た
こ
と
（
つ
ま
り
授
与
者
無
罪
を
授
与
者
・
受
領
者
双
方
無
罪
と
訓
み
か
え
た
こ
と
）

と
、
軌
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
和
与
の
者
」
、
つ
ま
り
当
事
者
双
方
に

罪
が
な
い
と
い
う
こ
と
さ
え
確
認
出
来
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
子
注
を
引
用
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
二
世
紀
に
登
場
し
た
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
で
あ
る
が
、
『
裁
判
至

要
抄
』
が
著
さ
れ
た
十
三
世
紀
初
頭
に
は
、
す
で
に
人
口
に
贈
炎
す
る
法
理
と

な
っ
て
い
た
。
『
吾
妻
鏡
』
元
久
元
年
（
一
二
○
四
）
十
一
月
二
十
日
条
の
「
和

与
芳
心
物
者
。
不
可
改
変
之
由
。
今
日
披
定
」
と
い
う
記
事
な
ど
も
、
そ
の
事

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
「
和
与
」
と
い
う
言
葉
も
法
律
用
語
と
し
て
既
に

定
着
し
て
い
た
為
に
、
法
曹
が
「
和
与
者
」
と
い
う
表
現
を
す
れ
ば
、
当
時
の

人
々
は
、
も
は
や
何
の
違
和
感
も
感
じ
ず
に
、
和
与
の
当
事
者
双
方
を
表
現
し

た
も
の
と
理
解
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
法
家
が
、
法
的
鑑
定
を
行
な
う
場
合
に
は
、
必
ず
そ
の
故
実
・
旧
例
・
典

拠
等
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
勿
論
、
鑑
定
を
行
な
っ
た
明
法
家

の
法
解
釈
、
法
適
用
の
是
非
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

後
鳥
羽
上
皇
が
、
坂
上
明
基
に
『
裁
判
至
要
抄
』
の
著
作
を
命
じ
た
の
も
、

実
は
、
判
決
文
の
み
が
記
さ
れ
、
依
拠
す
べ
き
律
令
格
式
が
引
用
さ
れ
て
い
な

い
記
録
所
勘
文
の
形
式
を
改
め
る
さ
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
。

二
、
「
異
財
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）

九



記
録
所
は
、
公
家
社
会
の
民
事
訴
訟
を
管
掌
す
る
役
所
と
し
て
文
治
三
年

（
二
八
七
）
に
閑
院
内
裏
中
に
開
設
さ
れ
た
。
判
決
案
は
記
録
所
の
寄
人
達

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
が
、
諸
道
輩
が
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
判
決
案
に

律
令
格
式
が
引
か
れ
る
こ
と
は
当
初
殆
ど
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、

判
決
の
妥
当
性
に
疑
念
を
抱
く
訴
訟
当
事
者
が
、
あ
と
を
絶
た
ず
、
こ
の
事
態

に
対
処
せ
ん
と
、
典
拠
を
明
示
し
た
記
録
所
勘
文
の
雛
形
集
（
Ⅱ
『
裁
判
至
要

抄
』
）
の
編
纂
を
坂
上
明
基
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
訴
訟
当
事
者
を
納
得
さ
せ

る
に
は
、
判
決
と
共
に
そ
の
法
的
論
拠
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

『
法
曹
至
要
抄
』
や
『
裁
判
至
要
抄
』
が
著
さ
れ
た
頃
の
明
法
家
は
、
律
令

格
式
等
の
章
句
の
断
片
的
な
意
味
に
依
拠
し
て
法
解
釈
を
導
い
て
い
た
の
で
、

明
法
家
が
勘
申
の
際
に
、
律
令
条
文
中
の
ど
の
部
分
（
章
句
）
を
法
源
と
し
て

取
捨
選
択
し
た
の
か
、
そ
の
事
が
確
認
出
来
れ
ば
、
自
ず
か
ら
、
そ
の
明
法
家

の
法
解
釈
の
立
場
（
つ
ま
り
如
何
な
る
明
法
学
説
を
支
持
し
て
い
る
の
か
）
は
明
ら

か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
法
曹
至
要
抄
』
と
『
裁
判
至
要
抄
』
両
書
の
法
源
と
按
文
と
の
関
係
に
っ

（
皿
）

い
て
論
じ
ら
れ
た
田
中
稔
氏
、
棚
橋
光
男
氏
、
森
田
悌
氏
等
は
、
と
も
に
按

文
に
見
る
法
解
釈
こ
そ
が
現
実
の
法
と
し
て
大
事
で
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
、
そ

の
前
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
律
令
格
式
等
の
意
味
を
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
。
た
と
え

ば
、
田
中
稔
氏
は
、
『
裁
判
至
要
抄
』
に
関
し
て
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
律
令
格

式
は
「
現
実
に
要
求
さ
れ
て
い
る
法
意
に
一
応
の
権
威
付
を
す
る
た
め
の
も

の
」
に
過
ぎ
な
い
と
評
価
さ
れ
、
「
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
後
の
按
文
を
拘
束
し
て

い
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
按
文
こ
そ
が
現
実
を
律
す

《
聰
）

る
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

三
氏
が
主
張
さ
れ
る
通
り
、
按
文
に
記
さ
れ
て
い
る
法
的
結
論
が
大
切
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
法
的
結
論
を
導
く
為
に
取
捨
選
択
さ
れ

た
法
源
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
源
な
く
し
て
法

解
釈
の
正
当
性
は
主
張
し
え
な
い
し
、
取
捨
選
択
さ
れ
た
法
源
は
、
按
文
以
上

に
撰
者
の
法
解
釈
の
立
場
を
物
語
る
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
『
法
曹
至
要
抄
』
や
『
裁
判
至
要
抄
』
の
各
条
文
で
如
何
な
る

法
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
は
、
按
文
と

法
源
と
の
関
係
を
ま
ず
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
を
取
り
上
げ
、
法
源

と
按
文
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。
拙
著
第
四
章
「
中
世
法
書
に
お
け
る

悔
還
の
法
理
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
私
は
「
悔
還
権
」
（
子
孫
に
生
前
贈
与
し

た
も
の
を
取
り
戻
す
権
利
）
を
め
ぐ
り
、
『
法
曹
至
要
抄
』
と
『
裁
判
至
要
抄
』

と
で
、
ど
の
様
な
法
解
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
の
か
、
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
「
相
続
に
関
し
て
は
、
親
の
最
終
的
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

の
反
面
、
親
の
窓
意
的
な
悔
還
に
つ
い
て
は
制
限
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
の
が
、
坂
上
氏
の
家
説
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
。
そ
の
論
証
の
過
程

で
、
法
源
と
按
文
と
の
対
応
関
係
を
逐
一
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
の
法
解
釈
を
め
ぐ
り
諸
賢
か
ら
御
批
判

を
頂
い
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
解
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ご
批
判
頂
い
た
点
を
中
心
に
、
法
源
と
按
文
の
関
係
を
も
う
一
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ま
ず
按
文
の
文
脈
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ａ
側
の
父
母
が
子
孫
に
異
財
し
た

と
き
は
、
受
領
の
子
孫
に
は
罪
が
な
い
こ
と
、
Ａ
側
の
父
母
が
異
財
し
た
後

は
、
そ
の
財
を
悔
還
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
、
い
わ
ん

や
子
孫
が
死
去
し
て
妻
子
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
財
は
妻
子
が
相
続
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
父
母
が
悔
還
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
Ｂ
の
文
を
導
き
出
し
て

い
る
。
Ａ
側
と
Ａ
⑥
と
は
按
文
で
は
並
列
な
関
係
で
あ
る
が
、
実
は
Ａ
側
は
Ａ

㈲
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
Ａ
側
は
、
イ
の
戸
婚
律
６
条
子
注
を

説
明
し
た
文
で
あ
り
（
ァ
の
戸
婚
律
６
条
本
文
は
、
イ
の
子
注
を
導
く
為
に
引
用
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
按
文
の
法
解
釈
と
は
直
接
関
係
し
な
い
）
、
Ａ
側
は
ウ
の
戸

度
整
理
し
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
『
法
曹
至
要
抄
』
第
十
二
条
の
法
解
釈
を
見
よ
う
。

『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
（
処
分
条
腿
）
条

一
、
処
分
子
孫
之
物
。
子
孫
死
後
不
返
領
事
。

ア
戸
婚
律
云
。
祖
父
母
父
母
在
而
。
子
孫
別
籍
異
財
者
。
徒
二
年
。
若
祖

父
母
父
母
令
別
籍
者
。
徒
一
年
。
子
孫
不
坐
。

イ
疏
云
。
但
云
別
籍
。
不
云
令
異
財
者
。
明
其
無
罪
也
。

ウ
説
者
云
。
已
異
後
。
不
可
悔
還
者
。

（
＆
）

（
ｂ
）

（
ｂ
）

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

後
不
可
悔
還
。
Ｂ
況
子
孫
亡
有
妻
子
者
。
妻
子
可
伝
領
。
父
母
更
不

ｌ
返
領
之
。

案
之
。
Ａ
於
父
母
之
令
異
財
者
。
受
領
之
子
孫
無
有
其
罪
。

’
又
已
異

婚
律
６
条
子
注
の
解
釈
学
説
を
説
明
し
た
文
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
と
ウ

の
関
係
は
、
イ
を
解
釈
し
た
も
の
が
ウ
で
あ
っ
た
か
ら
、
ウ
は
イ
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
と
対
応
関
係
に
あ
る
Ａ
側
は
、
イ

と
対
応
関
係
に
あ
る
Ａ
側
か
ら
導
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
Ａ
側
か
ら
Ａ
㈲
が
導
か
れ
る
と
い
う
論
理
、
即
ち
、
「
異
財
さ
れ

た
子
孫
の
側
に
罪
が
な
い
」
の
な
ら
ば
「
父
祖
は
こ
れ
を
悔
還
す
こ
と
が
出
来

な
い
」
と
い
う
論
理
は
、
順
接
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々

は
、
明
法
家
が
示
し
た
こ
の
論
理
の
筋
道
を
推
測
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

ま
ず
Ａ
側
の
法
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
イ
か
ら
導
か
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
、
イ
の
子
注
（
「
疏
云
。
但
云
別
籍
。
不
云
令
異

財
者
。
明
其
無
罪
也
」
）
か
ら
直
接
的
に
Ａ
側
の
法
解
釈
（
「
於
父
母
之
令
異
財
者
、

受
領
之
子
孫
㈲
無
有
其
罪
」
）
が
導
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ａ
㈲
の
子
注

は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
律
本
文
（
ア
）
に
「
祖
父
母
父
母

が
子
孫
を
別
籍
に
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
祖
父
母
は
徒
一
年
に
処
せ
ら
れ
る
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
祖
父
母
父
母
が
「
別
籍
」
に
し
た
場
合
を
言
う
の
で
あ
り
、

祖
父
母
父
母
が
子
孫
に
命
じ
て
異
財
せ
し
め
た
場
合
は
、
祖
父
母
父
母
に
罪
は

な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
イ
の
「
明
無
其
罪
也
」
の
「
其
罪
」

と
は
、
祖
父
母
の
罪
の
こ
と
で
あ
り
、
子
孫
の
罪
に
つ
い
て
は
、
イ
の
子
注
は

何
も
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
イ
の
「
其

罪
」
を
子
孫
の
罪
に
訓
み
か
え
て
Ａ
側
の
法
解
釈
を
導
い
て
い
る
印
象
を
受
け

る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
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あ
る
い
は
、
ア
の
律
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
祖
父
母

父
母
が
「
別
籍
」
の
罪
を
問
わ
れ
る
場
合
で
も
、
子
孫
は
無
罪
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
祖
父
母
父
母
が
罪
を
問
わ
れ
な
い
「
異
財
」
の
場
合
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
子
孫
に
罪
は
な
い
、
と
い
っ
た
勿
論
解
釈
に
よ
っ
て
、
Ａ
側
の
法
解
釈

が
導
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
が
、
子
孫
の
罪
の
有
無
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

新
田
氏
は
、
ア
・
イ
の
原
意
か
ら
は
、
父
祖
が
子
孫
に
生
前
贈
与
を
行
な
っ

た
、
ま
さ
に
そ
の
時
に
受
領
者
で
あ
る
子
孫
に
罪
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
し
か

（
脚
）

導
き
出
せ
な
い
と
し
て
私
見
を
批
判
さ
れ
た
が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者

が
、
イ
の
子
注
の
原
意
通
り
に
法
解
釈
を
行
な
っ
て
い
た
と
は
、
思
え
な
い
の

で
あ
る
。

新
田
氏
の
如
く
解
す
る
と
、
Ａ
㈲
の
一
文
は
、
生
前
贈
与
が
行
わ
れ
た
際

に
、
受
領
者
た
る
子
孫
に
相
続
人
と
し
て
の
資
格
要
件
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
も
し
、
新
田

氏
の
如
く
子
孫
の
罪
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
、
生
前
贈

与
が
適
切
に
行
わ
れ
た
以
上
、
父
祖
は
異
財
後
に
悔
還
権
を
行
使
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
、
と
い
う
結
論
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
こ
れ
は
結
果
と
し

て
、
田
中
稔
氏
の
解
釈
と
近
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
）
。

前
条
第
一
一
条
の
「
父
母
処
分
用
後
状
事
」
は
、
親
の
「
教
令
」
を
重
視

し
、
親
の
悔
還
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
、
本
条
に
お
い
て
、

父
祖
の
悔
還
権
が
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
矛
盾
が

生
じ
て
し
ま
う
。
両
条
の
関
係
を
矛
盾
な
く
理
解
す
る
為
に
は
、
悔
還
権
の
行

使
に
何
か
し
ら
の
制
限
を
加
え
た
の
が
第
一
二
条
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
や

は
り
穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
世
初
期
の
公
家
社
会
に
お
い
て
、
親
が
悔
還
権
を
行
使
す
る
事
例
を
多
数

確
認
出
来
る
以
上
、
や
は
り
有
力
な
明
法
学
説
が
、
親
の
悔
還
権
を
全
面
的
に

否
定
し
て
い
た
と
は
、
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
撰
者
が
子
孫
の
罪
の
有
無
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
お
こ
せ

ば
、
「
子
孫
に
罪
が
な
い
こ
と
」
、
そ
れ
こ
そ
が
親
の
悔
還
権
を
制
限
す
る
条
件

と
し
て
、
も
っ
と
も
相
応
し
い
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
異
財
時
の
み
な
ら
ず
、
異
財
後
に
お
い
て
も
、
子
孫
に
罪
が
な
い

の
な
ら
ば
、
父
祖
は
悔
還
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
の
が
、
『
法
曹
至
要

抄
』
の
撰
者
の
解
釈
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

坂
上
明
基
の
子
、
明
政
が
、
『
裁
判
至
要
抄
』
二
十
六
条
を
雛
形
と
し
て
作

成
し
た
明
法
勘
文
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
勘
文
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第

一
二
条
の
趣
旨
を
考
え
る
上
で
も
参
考
と
な
る
の
で
、
次
に
示
し
て
お
こ
う
。

「
細
々
要
記
」
第
四
、
観
応
四
年
四
月
一
八
日
条
（
『
続
史
籍
集
覧
』
第
一
冊
）

祖
父
母
父
母
用
後
状
事

闘
訟
律
云
。
子
孫
違
犯
教
令
徒
二
年
。

又
条
云
。
告
祖
父
母
々
々
者
絞
。

説
者
云
、
死
生
同
。

案
之
。
祖
父
母
々
々
教
令
死
生
不
異
。
然
則
数
度
錐
改
易
。
以
最
後

四
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明
政
は
言
う
、
父
祖
が
何
度
も
悔
還
し
、
譲
状
を
作
り
直
し
た
と
し
て
も
、

子
孫
は
こ
れ
を
告
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
人
た
る
子

孫
等
は
一
番
最
後
に
作
成
さ
れ
た
譲
状
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
子
孫

が
私
に
蓄
え
た
財
」
（
相
続
財
産
か
ら
生
ま
れ
た
果
実
で
あ
ろ
う
）
ま
で
も
が
、
悔

還
の
対
象
と
な
る
が
、
も
し
子
孫
の
財
の
中
に
他
人
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
「
子
孫
が
私
に
蓄
え
た
財
」
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
悔
還
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
た
と
い
、
子
孫
等
に
「
科
」
（
Ⅱ
罪
）
が
あ
ろ
う
と

も
、
子
孫
の
み
に
由
緒
の
あ
る
当
人
取
得
財
産
は
、
悔
還
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
明
政
の
勘
文
は
、
父
祖
の
悔
還
権
が
お
よ
ぶ
範
囲
を
考
え
る
上
で
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
生
前
贈
与
さ
れ
た

子
孫
が
、
何
ら
か
の
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
父
祖
に
悔
還
権
を
行
使
さ

れ
る
、
と
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
明
政
の
法

解
釈
は
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
、
そ
れ
と
同
趣
旨
の
『
裁
判
至
要

抄
』
第
二
七
条
の
法
解
釈
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

『
法
曹
至
要
抄
』
、
『
裁
判
至
要
抄
』
と
も
に
、
不
孝
を
犯
し
た
子
孫
、
即
ち

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

状
可
受
領
。
依
無
告
言
理
訴
之
道
也
。
以
之
可
依
後
状
之
旨
。
先
達

所
勘
来
也
。
凡
子
息
錐
蓄
私
財
。
可
任
祖
父
母
之
意
。
若
得
他
人
之

譲
有
財
者
。
随
状
行
之
．
不
令
知
行
父
母
。
錐
有
其
科
。
得
財
之
由

緒
。
又
不
可
失
之
故
也
。

父
祖
に
対
し
罪
を
犯
し
た
子
孫
は
、
遺
産
配
分
に
預
か
れ
な
い
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
が
（
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
四
〔
処
分
条
皿
〕
条
「
不
孝
子
不
預

財
物
」
、
『
裁
判
至
要
抄
』
第
二
二
条
「
不
孝
子
不
預
父
母
遺
財
事
」
）
、
親
権
を

重
ん
ず
る
こ
の
法
解
釈
か
ら
逆
に
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
、
『
裁
判

至
要
抄
』
第
二
七
条
の
如
き
法
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

即
ち
、
以
下
の
よ
う
な
法
的
思
考
の
筋
道
を
私
は
、
考
え
て
み
た
の
で
あ

る
。
右
の
法
解
釈
を
発
展
さ
せ
る
と
、
た
と
い
生
前
贈
与
後
で
も
、
相
続
人
で

あ
る
子
孫
が
、
不
孝
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
や
は
り
相
続
人
と
し
て
の
資
格
を
失

う
、
と
い
う
法
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
親
権
を
絶
対
視
す

る
な
ら
ば
、
親
の
悔
還
は
無
条
件
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
律
令
法

の
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
て
考
え
て
も
、
こ
の
法
解
釈
は
難
な
く
導
か
れ
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
法
解
釈
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
生
前
贈
与
後
の

悔
還
権
の
行
使
に
「
子
孫
が
不
孝
を
犯
し
た
場
合
」
と
い
う
制
約
を
施
し
た
も

の
と
も
評
価
出
来
よ
う
。
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
孫
が
不
孝
を
犯
し
て

い
な
い
な
ら
ば
、
生
前
贈
与
後
に
悔
還
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い

う
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
、
『
裁
判
至
要
抄
』
第
二
七
条
の
如
き
法

解
釈
も
導
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
、
『
裁
判
至
要
抄
』
第
二
七
条
に
見
る
法

解
釈
が
、
法
源
ウ
の
「
説
者
云
」
（
「
已
異
後
不
可
悔
還
」
）
か
ら
導
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
親
の
悔
還
権
を
制
限
し
、
相
続
人
の
権
利
を
保
讃
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四
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私
の
解
釈
が
不
当
に
制
約
を
施
し
た
解
釈
か
ど
う
か
は
、
諸
賢
の
判
断
を
仰

が
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
森
田
氏
の
両
法
書
の
内
容
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
は
多
分
に
問
題
を
残
す
。

森
田
氏
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
一
条
と
同
第
一
二
条
と
が
同
義
で

あ
っ
た
と
し
て
、
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
二
条
を
父
母
の
悔
還
権
を
全
面

的
に
認
め
た
も
の
と
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
森
田
氏
の
結
論
は
、
法
源
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
、
ウ
の
解
釈
学
説
（
「
説
者
云
」
）
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る

家
業
の
円
滑
な
る
継
承
と
安
定
を
重
ん
ず
る
公
家
社
会
の
風
潮
か
ら
生
ま
れ

た
法
理
が
、
右
の
「
異
財
物
不
悔
還
」
の
法
理
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
院
政
期

に
祖
父
母
父
母
が
実
際
に
悔
還
を
行
っ
た
事
例
を
追
う
と
、
子
孫
が
父
祖
等
に
対
し

て
、
当
然
為
す
べ
き
孝
養
を
怠
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
相
続
し
た
子
孫
が
異
財
を
管

理
せ
ず
、
相
続
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
場
合
に
悔
還
が
行
わ
れ
て
い

る
）
。と

こ
ろ
で
、
森
田
悌
氏
は
、
右
と
同
趣
旨
の
旧
稿
を
批
判
さ
れ
て
次
の
様
に

述
べ
ら
れ
た
。

長
又
説
は
子
孫
の
罪
の
有
無
に
注
目
し
て
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
頗

る
巧
妙
な
所
見
で
あ
る
が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
『
裁
判
至
要
抄
』
の
先
引
文

章
（
法
下
二
六
条
・
裁
二
七
条
の
こ
と
）
を
読
む
限
り
罪
の
有
無
と
い
う

よ
う
な
条
件
を
付
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
く
、
不
当

（
Ⅱ
）

に
制
約
を
施
し
た
解
釈
で
、
従
い
難
い
所
見
で
あ
る
．

前
章
で
論
じ
た
様
に
、
相
続
人
た
る
子
孫
の
「
罪
」
の
有
無
で
、
悔
還
の
可

否
を
論
ず
る
の
が
、
坂
上
氏
の
家
説
で
あ
っ
た
と
私
は
理
解
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
私
見
に
対
し
、
梅
田
氏
は
、
子
孫
の
「
罪
」
の
有
無
で
は
な
く
、
異

財
の
前
か
後
か
で
悔
還
の
可
否
を
論
ず
る
の
が
、
坂
上
氏
の
家
説
で
あ
っ
た
と

主
張
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
次
に
梅
田
説
の
当
否
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
梅
田
説
は
、
左

に
示
す
『
明
法
条
々
勘
録
』
第
二
条
の
明
法
学
説
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
学
説
こ
そ
、
坂
上
氏
の
家
説
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
前
提
と
な
る
、
『
明
法
条
々
勘
録
』
第
二
条
に
対
す
る
梅
田

氏
の
解
釈
自
体
に
既
に
問
題
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
点
を

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
と
い
う
の
が
、
ま
ず
私
の
抱
い

た
疑
問
で
あ
っ
た
。
森
田
氏
の
結
論
は
、
法
源
と
按
文
と
の
関
係
を
ま
っ
た
く

考
慮
せ
ず
に
按
文
の
み
を
考
察
す
る
こ
と
で
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

く
ど
い
様
で
あ
る
が
、
法
源
は
、
撰
者
が
按
文
を
導
く
た
め
に
取
捨
選
択
し

た
も
の
で
あ
り
、
法
源
と
按
文
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
初
め
て
、
明
法
家
の
法
解
釈
の
過
程
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
森

田
氏
の
如
く
、
法
源
と
按
文
と
の
関
係
を
無
視
し
、
現
実
の
法
で
あ
る
按
文
だ

け
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
い
う
研
究
手
法
で
は
、
明
法
道
の

実
態
を
解
明
す
る
事
は
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

三
「
異
財
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
一
）
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明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

一
、
和
与
他
人
財
。
未
渡
文
書
者
。
称
不
譲
畢
財
。
聴
悔
還
事

此
会
釈
。
依
何
文
。
自
何
此
出
来
哉
。
此
説
先
叶
和
与
文
意
否
。
就

之
有
両
様
之
難
。
若
聴
悔
還
者
。
財
主
終
焉
蒙
昧
之
剋
。
乞
索
髻
髭

之
譲
状
。
誘
取
文
書
。
有
欲
破
前
状
輩
者
。
恐
有
背
財
主
本
意
歎
。

又
不
聴
悔
返
者
。
得
一
与
之
状
之
後
。
忘
和
与
本
意
。
有
違
背
財
主

之
輩
者
。
為
狼
戻
之
基
歎
。
此
両
難
以
何
可
為
重
哉
云
々
。

右
。
名
例
律
云
。
取
与
不
和
。
若
乞
索
之
鰄
。
並
還
主
。
疏
云
。
強
乞

索
。
和
乞
索
。
得
罪
錐
殊
。
鰄
。
合
還
主
。
称
並
者
。
従
・
取
与
不
和
以

下
。
並
徴
還
主
。

政
事
要
略
云
。
問
。
与
人
財
物
。
若
可
悔
還
哉
。
答
．
至
干
財
物
之
類
。

惣
任
財
主
之
意
。
但
志
与
他
人
之
後
。
専
無
返
領
之
理
。
已
上
問
答
。
其

理
如
此
。
皆
是
通
規
。
敢
非
新
案
者
。

（
イ
）就
之
言
之
。
和
与
物
不
可
悔
還
之
条
者
。
勿
論
。
而
就
未
渡
文
書
。

称
不
譲
畢
之
財
。
可
悔
還
事
。
不
存
知
者
也
。
所
領
田
園
之
類
。
或

割
分
譲
之
。
或
財
主
一
期
之
間
。
依
可
被
所
務
。
無
左
右
不
渡
本
券

事
。
間
有
之
。
然
而
以
一
与
之
状
。
可
為
永
代
之
験
。
諏
不
可
有
変

（
ロ
）

改
之
理
。
但
与
者
遺
約
諾
之
詞
。
受
者
有
違
犯
之
儀
者
。
尋
財
主
之

本
意
。
可
被
糺
定
哉
。

『
明
法
条
々
勘
録
』
第
二
条

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
梅
田
氏
が
、
右
の
史
料
（
後
半
部
の
按
文
「
就
之
言
之
」
以
下
）
を

ど
の
よ
う
解
釈
し
て
い
る
の
か
、
見
て
み
よ
う
。

便
宜
的
に
（
イ
）
以
下
お
よ
び
（
ロ
）
以
下
、
の
二
つ
の
部
分
に
大
別
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
イ
）
以
下
の
部
分
で
は
、
「
本
券
」
を
渡
す
前
は

譲
与
が
終
了
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
「
悔
還
」
が
あ
り
得
る
が
、
一

旦
渡
し
て
し
ま
え
ば
こ
れ
は
「
永
代
之
験
」
と
し
て
変
更
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
ロ
）
以
下
の
部
分
で
は
、
「
本
券
」
が
渡

さ
れ
た
後
で
も
受
領
者
が
授
与
者
の
「
約
諾
之
詞
」
に
違
犯
し
た
場
合

は
、
「
糺
定
」
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
異
財
の
前
と
後
を
何

を
基
準
に
判
別
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
（
イ
）
の
部
分
の
記

述
を
参
考
に
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
「
本
券
」
を
既
に
渡
し
て
し

ま
っ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
二
条
の
前
書
き
に
お
い

て
は
、
異
財
前
の
「
悔
還
」
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
財
主
の
臨
終
の

席
で
、
譲
状
を
不
当
に
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
輩
が
出
て
来
る
と
い
う
弊

害
が
、
ま
た
異
財
後
に
「
悔
還
」
を
認
め
な
い
と
、
「
本
意
」
を
忘
れ
て

財
主
に
「
違
背
」
す
る
輩
が
出
て
く
る
と
い
う
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
た
し
か
に
異
財
前
の
「
悔
還
」
を
制
限
し
、
逆
に
異

財
後
に
お
い
て
も
「
悔
還
」
を
場
合
に
よ
っ
て
は
認
め
よ
う
と
い
う
傾
向

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
異
財
前

の
「
悔
還
」
は
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、
異
財
後
の
「
悔
還
」
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
、
大
原
則
を
前
提
に
し
て
の
話
で
あ
る
。
『
明
法
条
々
勘
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右
の
第
二
条
は
、
「
悔
還
」
の
法
理
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
最

初
に
参
照
す
べ
き
条
文
で
あ
る
と
梅
田
氏
が
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
条

は
、
事
書
に
あ
る
様
に
、
他
人
に
和
与
し
た
際
に
、
も
し
「
文
書
」
（
本
券
）

を
譲
渡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
悔
還
が
可
能
か
否
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
悔
還
を
認
め
る
に
し
て
も
、
認
め
な
い
に
し
て
も
、
ど
ち
ら
に
も
弊
害
が

あ
る
こ
と
を
前
段
で
ま
ず
示
し
て
い
る
．
も
し
、
「
文
書
」
を
譲
渡
し
て
い
な

い
と
い
う
理
由
か
ら
、
他
人
に
和
与
し
た
物
の
悔
還
を
認
め
れ
ば
、
財
主
が
臨

終
で
意
識
が
滕
瀧
と
し
て
い
る
様
な
と
き
に
、
そ
の
子
孫
等
が
暖
昧
な
譲
状
を

財
主
に
書
か
せ
、
「
文
書
」
（
本
券
）
を
う
ま
く
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
根
拠
と
し

て
、
そ
の
子
孫
等
が
、
父
祖
等
が
他
人
に
譲
渡
す
る
事
を
記
し
た
「
前
状
」

（
和
与
状
）
を
破
棄
す
る
様
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ

は
財
主
の
本
意
に
背
く
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
悔
還
を
ま
っ
た
く
認
め
な
け
れ

ば
、
「
一
与
之
状
」
（
和
与
状
）
を
猶
得
し
た
他
人
が
、
そ
れ
を
よ
い
こ
と
に

「
和
与
」
の
契
約
が
為
さ
れ
た
経
緯
を
忘
れ
て
、
財
主
を
蔑
ろ
に
す
る
様
な
行

録
』
の
注
釈
を
見
る
限
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
こ
の
大
原
則
は
ま
だ

消
滅
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く

る
と
、
（
ロ
）
以
下
の
部
分
は
、
要
す
る
に
本
来
な
ら
ば
「
悔
還
」
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、

正
確
に
は
「
糺
定
」
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
授
与
者
の
一
方
的
な
意
志
に

よ
っ
て
授
与
行
為
を
取
り
消
す
、
本
来
の
「
悔
還
」
の
概
念
と
は
少
し
ず

（
旧
）

れ
て
い
る
。
（
後
略
）

為
に
及
ぶ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
問
題
で
あ
る
と
言
う

の
で
あ
る
。
こ
の
前
段
を
受
け
て
、
『
明
法
条
々
勘
録
』
の
撰
者
中
原
章
澄

は
、
法
源
を
示
し
た
後
、
次
の
様
に
自
説
を
開
陳
す
る
．

和
与
し
た
物
を
悔
還
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
い
ま
だ

「
文
書
」
（
本
券
）
が
渡
さ
れ
て
い
な
い
事
を
も
っ
て
、
譲
渡
が
完
了
し

て
い
な
い
証
と
し
、
和
与
し
た
物
を
悔
還
す
こ
と
は
、
納
得
の
出
来
な
い

こ
と
で
あ
る
。
所
領
田
園
の
類
は
、
分
割
し
て
譲
与
さ
れ
た
り
、
財
主
の

死
後
に
譲
渡
を
約
束
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
本
券
を
、
財
主
の
も
と
に

留
め
、
和
与
し
た
相
手
に
渡
さ
れ
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
事
で
あ
る
。
し

か
れ
ど
も
、
財
主
か
ら
渡
さ
れ
て
い
る
和
与
状
（
「
一
与
之
状
」
）
を
も
っ

て
、
永
久
支
配
の
根
拠
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
和
与
状
を
無
効
と
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
和
与
の
際
に
、
相
手
に
対
し
て
何
か
し

ら
の
条
件
を
付
与
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
が
こ
れ
に
違
約
し

た
場
合
に
は
、
財
主
の
真
意
を
よ
く
考
え
、
こ
の
譲
渡
が
有
効
で
あ
る
か

否
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

中
原
章
澄
の
法
解
釈
を
右
に
記
し
た
こ
と
に
よ
り
、
梅
田
氏
の
解
釈
の
誤
り

は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
念
の
た
め
梅
田
氏
の
解
釈
の
問
題
点
を
示
し

て
お
こ
う
。

ま
ず
肝
腎
な
按
文
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
梅
田
氏
は
（
イ
）
の
部
分
を
、
本
券

を
渡
す
前
は
悔
還
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
券
譲
渡
後
は
、
悔
還
す
こ
と

が
出
来
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
本
券
を
譲
渡
す
る

前
は
悔
還
が
可
能
で
あ
る
な
ど
と
は
、
本
条
の
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

四
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こ
れ
は
恐
ら
く
梅
田
氏
が
「
存
知
せ
ざ
る
も
の
な
り
」
と
い
う
一
文
の
意
味
を

読
み
誤
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
券
を
「
一
旦
譲
渡
し

て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
は
『
永
代
之
験
』
と
し
て
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
か
、
或
い
は
「
（
ロ
）
以
下
の
部
分
で
は
、
『
本
券
』
が

渡
さ
れ
た
後
で
も
受
領
者
が
授
与
者
の
『
約
諾
之
詞
』
に
違
犯
し
た
場
合
は

『
糺
定
』
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
氏
の
言
か
ら
判
断
す
る

と
、
梅
田
氏
は
「
文
書
」
と
「
一
与
之
状
」
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
様

に
思
わ
れ
る
。
「
文
書
」
は
本
券
を
、
「
一
与
之
状
」
は
和
与
状
を
指
す
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
事
案
は
、
「
一
与
之
状
」
（
和
与
状
）
だ
け
が
相
手
方

に
あ
り
、
本
券
（
「
文
番
」
）
が
財
主
（
も
し
く
は
そ
の
子
孫
）
の
も
と
に
留
め
ら

れ
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
段
の
文
章
に
関
し
て
も
、
梅
田
氏
は
、
後
段
の
按
文
と
整
合
性
を
持
た

せ
る
為
に
、
「
異
財
前
の
『
悔
還
』
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
財
主
の
臨
終

の
席
で
、
譲
状
を
不
当
に
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
輩
が
で
て
来
る
と
い
う
弊
害

が
、
ま
た
異
財
後
に
『
悔
還
』
を
認
め
な
い
と
、
『
本
意
』
を
忘
れ
て
財
主
に

『
違
背
』
す
る
輩
が
出
て
く
る
と
い
う
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る

が
、
こ
の
前
段
は
、
前
述
し
た
通
り
、
他
人
に
和
与
し
た
け
れ
ど
も
「
文
書
」

（
本
券
）
を
譲
渡
し
て
い
な
い
と
き
に
、
悔
還
を
認
め
た
場
合
に
生
ず
る
弊
害

と
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
悔
還
を
認
め
な
か
っ
た
場
合
に
生
ず
る
弊
害
と
を
比
較

検
討
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
、
梅
田
説
の
当
否
を
論
じ
て
き
た
が
、
第
二
条
は
「
和
与
物
不
悔
還
」

の
法
理
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
梅
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
財

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

既
存
の
明
法
勘
文
や
勘
答
類
を
集
め
て
、
そ
の
内
容
ご
と
に
分
類
編
纂
し
た

明
法
勘
文
の
雛
形
集
が
『
法
曹
至
要
抄
』
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
そ
の
素
材
は
撰
者
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
如
何
な

る
明
法
学
説
に
従
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
「
家
学
」
で
も
あ
っ
た
。
取
捨
選
択

さ
れ
た
明
法
学
説
の
中
に
は
、
令
集
解
所
載
の
九
世
紀
の
明
法
家
の
諸
学
説
に

ま
で
、
遡
り
得
る
様
な
も
の
ま
で
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
棚
橋
氏
の
如

く
、
十
二
世
紀
に
『
法
曹
至
要
抄
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
十
一
・

十
二
世
紀
に
公
家
社
会
お
い
て
形
成
さ
れ
た
新
た
な
「
慣
習
的
法
体
系
」
を
明

（
閲
》

文
化
し
た
も
の
が
『
法
曹
至
要
抄
』
で
あ
る
、
な
ど
と
簡
単
に
結
論
付
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
拙
著
で
は
強
調
し
た
。

『
法
曹
至
要
抄
』
に
見
る
法
解
釈
が
、
た
と
い
立
法
時
の
原
意
を
越
え
た
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
『
法
曹
至
要
抄
』
成
立
時
の
新
た
な
法
解
釈

で
あ
る
と
は
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

た
と
え
ば
、
拙
著
第
一
章
司
法
曹
至
要
抄
』
の
基
礎
的
研
究
」
に
お
い

て
、
中
巻
第
三
三
条
（
質
物
条
１
）
「
以
田
宅
不
可
為
質
物
事
」
や
下
巻
第
四

の
前
か
後
か
と
い
う
事
を
基
準
に
悔
還
の
可
否
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
異
財
の
前
か
後
か
で
悔
還
の
可
否
を
論
ず
る
有
力
な
明
法

学
説
が
存
し
た
と
い
う
梅
田
説
の
論
拠
は
失
わ
れ
た
と
思
う
が
、
い
か
が
で
あ

ろ
う
か
。

四
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の
価
値

四
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○
条
（
服
仮
条
肥
）
「
七
歳
以
下
人
無
服
仮
事
」
に
見
る
法
解
釈
が
十
世
紀
の

明
法
学
説
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
棚
橋
氏
に

よ
っ
て
十
二
世
紀
に
お
け
る
法
創
造
の
一
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
法
曹

至
要
抄
』
中
巻
雑
事
条
第
四
十
四
（
雑
事
条
４
）
「
競
田
事
」
の
法
解
釈
も
、

実
は
、
令
集
解
所
載
の
明
法
学
説
に
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
文
は
、
訴
訟
に
よ
り
勝
訴
し
た
甲
が
訴
訟
の
目
的
物
と
な
っ
た
田
地
を

耕
作
・
殖
付
し
た
後
に
、
敗
訴
者
乙
の
上
訴
に
よ
り
、
そ
の
所
有
権
を
否
定
さ

れ
た
場
合
、
果
実
（
収
穫
物
）
の
権
利
が
ど
う
な
る
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
『
法
曹
至
要
抄
』
に
法
源
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
田
令
測
競
田
条
の
趣

旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
甲
が
耕
作
だ
け
を
行
な
い
、
改

判
に
逢
っ
た
場
合
と
、
耕
作
の
み
な
ら
ず
種
殖
ま
で
も
終
え
た
後
に
改
判
に
逢

っ
た
場
合
と
を
区
別
し
、
前
者
の
場
合
は
、
収
種
物
で
あ
る
稲
の
取
得
権
を
乙

『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
四
（
雑
事
条
４
）
条

一
、
競
田
事

田
令
云
。
競
田
。
判
得
已
耕
種
者
。
後
難
改
判
。
苗
入
種
人
。
耕
而
未

種
者
。
酬
其
功
力
。
未
経
断
決
。
強
耕
種
者
。
苗
従
地
判
。

案
之
。
仮
令
。
相
論
田
畠
。
甲
有
領
知
之
理
。
耕
作
之
間
。
乙
尚
致

訴
詔
。
又
有
其
理
。
被
改
判
。
而
甲
自
本
耕
作
之
者
。
於
其
毛
者
甲

苅
収
之
。
可
与
地
子
於
乙
者
也
。
若
未
被
裁
断
之
間
。
甲
強
耕
種

者
。
不
可
領
毛
。
可
与
乙
也
。
所
謂
従
地
判
是
也
。

に
認
め
る
も
の
の
、
甲
の
耕
作
労
力
に
対
す
る
報
償
を
乙
に
支
払
う
よ
う
規
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
後
者
の
場
合
は
、
収
種
物
で
あ
る
稲
の
取
得
権
を
甲
に
認

め
て
い
る
。
ま
た
訴
訟
繋
属
中
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
一
方
の
当
事
者
が
、
耕

作
、
種
殖
を
強
行
し
た
場
合
は
、
勝
訴
者
に
収
種
物
の
取
得
権
が
あ
る
こ
と
も

規
定
し
て
い
る
。

『
法
曹
至
要
抄
』
撰
者
の
解
釈
は
、
田
令
釦
競
田
条
を
法
源
と
し
て
引
用
し

な
が
ら
、
前
者
の
事
例
を
割
愛
し
、
後
者
の
事
例
を
想
定
し
（
按
文
に
は
「
耕

作
」
と
あ
る
が
、
棚
橘
氏
も
指
摘
す
る
様
に
、
こ
れ
は
甲
が
耕
作
の
み
な
ら
ず
殖
付
ま

で
完
了
し
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
の
文
か
ら
甲
が
田
を
管
理

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
）
、
た
と
い
乙
が
勝
訴
し
よ
う
と
も
、
収
種

物
は
甲
の
所
有
に
帰
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
田
令
釦
競
田
条
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
所
の
当
然
の
解
釈
と
言
え
る
の
だ
が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
に
は

こ
の
後
に
「
可
与
地
子
於
乙
者
也
」
と
い
う
法
解
釈
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
田
令
釦
競
田
条
に
規
定
せ
る
様
に
、
甲
が
敗
訴
し
た
場
合
で
も
甲

が
既
に
種
殖
ま
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
収
種
物
の
取
得
権
を
甲
に
認
め

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
合
、
甲
に
は
、
乙
に
対
す
る
「
地
子
」
の
支
払
い
義
務

が
あ
る
と
い
う
の
が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
に
見
ら
れ
る
法
解
釈
で
あ
っ
た
。

棚
橋
氏
は
、
「
ｕ
・
皿
世
紀
の
在
地
社
会
に
お
い
て
」
、
「
押
殖
・
押
作
・
作

毛
刈
取
を
め
ぐ
る
相
論
」
が
多
発
し
た
結
果
、
新
た
な
法
慣
行
が
生
ま
れ
、
そ

れ
が
『
法
曹
至
要
抄
』
当
該
条
の
様
な
法
創
造
に
繋
が
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
の

だ
が
、
こ
の
説
に
は
同
意
出
来
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
法
曹
至
要
抄
』
の

「
可
与
地
子
於
乙
者
也
」
と
い
う
法
解
釈
は
、
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な

四
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く
、
田
令
釦
競
田
条
集
解
所
引
の
九
世
紀
の
解
釈
学
説
と
一
致
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
公
権
的
解
釈
を
示
し
た
令
義
解
（
八
三
三
年
成

立
）
に
「
当
年
田
直
者
入
改
判
」
（
「
改
判
」
と
は
乙
の
こ
と
、
以
下
同
じ
）
と
あ
る

の
を
は
じ
め
と
し
て
、
九
世
紀
の
明
法
家
説
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
穴
記
や
朱
記

に
も
「
其
年
直
者
。
入
改
判
之
人
」
（
穴
記
）
「
苗
入
種
人
者
。
但
田
直
可
送
田

主
也
」
（
朱
記
）
と
見
え
て
い
る
。
「
田
直
」
「
年
直
」
が
『
法
曹
至
要
抄
』
の

「
地
子
」
と
同
義
で
あ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
「
地
子
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
点
に
時
代
背
景
を
感
じ
る
が
）
。
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
四
四
条
の
法
解
釈
を

も
っ
て
棚
橋
氏
は
、
十
二
世
紀
に
お
け
る
法
創
造
の
一
例
と
評
価
さ
れ
た
が
、

実
は
こ
れ
も
、
九
世
紀
以
降
の
有
力
な
解
釈
学
説
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

家
説
へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
過
去
の
有
力
な
明
法
学
説
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い

る
と
い
う
『
法
曹
至
要
抄
』
の
性
格
か
ら
私
は
、
「
法
解
釈
を
取
捨
選
択
す
る

、
、
、
、

際
の
基
準
が
、
必
ず
し
も
現
実
社
会
に
妥
当
す
る
法
解
釈
で
あ
る
の
か
否
か
と

い
う
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
著
作
目
的
は
、
坂
上
流
の
明
法
道
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、

十
二
世
紀
に
生
じ
た
新
た
な
解
釈
学
説
や
他
流
の
明
法
家
が
唱
え
る
有
力
な
明

法
学
説
を
羅
列
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
事
を
強
調
し
過
ぎ
た
為
に
、
新
田
氏
、
上
杉
氏
、
瀬
賀
氏
等

か
ら
、
現
実
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
本
書
が
編
纂
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
、
と
私
が
主
張
し
て
い
る
か
の
如
く
、
御
批
判
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は
ま

っ
た
く
私
の
本
意
で
は
な
い
。
私
の
右
の
見
解
は
、
『
法
曹
至
要
抄
』
を
編
纂

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

す
る
際
の
素
材
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て

頂
き
た
い
。

『
法
曹
至
要
抄
』
の
編
纂
手
法
に
重
き
を
お
き
、
編
纂
目
的
を
丁
寧
に
論
じ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
兼

の
子
孫
達
が
勘
申
活
動
を
通
じ
て
明
法
家
と
し
て
の
名
声
を
得
、
博
士
家
と
し

て
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
為
に
本
書
は
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
実
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
新
し
い
法
的
基
準
を
提
示
し
て
い
く
こ
と

が
、
や
は
り
明
法
家
の
使
命
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
明
法
勘
文
作
成
の
為
の
虎

の
巻
で
あ
っ
た
『
法
曹
至
要
抄
』
に
も
、
新
た
な
法
律
問
題
に
対
処
し
う
る
法

解
釈
の
手
法
が
何
か
し
ら
説
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
下
巻
第
十
七
（
処
分

条
Ⅳ
）
条
按
文
に
「
因
准
の
法
を
以
て
折
中
の
理
を
案
ず
べ
し
」
（
因
准
の
文
に

よ
っ
て
妥
当
な
法
理
〔
Ⅱ
折
中
〕
を
案
出
せ
よ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
法
解
釈
技
法
こ

そ
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。
社
会
の
変
動
の
現
実
に
直
面
し
、
律
令
法
の
実

質
的
変
更
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
明
法
家
が
行
っ
た
法
解
釈
の

手
法
が
「
因
准
」
で
あ
っ
た
。

明
法
家
が
、
断
罪
量
刑
の
勘
申
を
行
う
際
に
、
法
規
（
律
文
）
に
欠
畉
が
あ

ら
ば
、
「
比
附
」
（
「
事
犯
に
直
接
適
用
す
べ
き
条
文
が
見
当
た
ら
な
い
と
き
、
類
似
の

条
文
に
そ
の
拠
り
所
を
求
め
て
量
刑
の
妥
当
性
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
」
、
「
同
じ
律

（
Ⅳ
）

法
典
の
枠
内
に
お
い
て
量
刑
の
妥
当
性
に
配
慮
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
操
作
」
）
、
「
挙
重

明
軽
」
・
「
挙
軽
明
重
」
（
名
例
律
別
条
に
規
定
せ
る
所
の
類
推
解
釈
、
前
者
は
、
「
程

度
の
重
い
犯
行
に
つ
い
て
刑
を
減
免
す
る
規
定
が
あ
れ
ば
、
同
じ
類
型
に
属
す
る
程
度

の
軽
い
犯
行
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
く
と
も
同
じ
減
免
規
定
を
適
用
す
る
」
と
い
う
原

四
九



理
で
、
後
者
は
「
程
度
の
軽
い
犯
行
に
つ
い
て
処
罰
が
規
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
同

じ
類
型
に
属
す
る
程
度
の
重
い
犯
行
に
つ
い
て
は
、
明
文
が
な
く
と
も
、
同
じ
処
罰
規

（
肥
）

定
を
適
用
す
る
と
い
う
原
理
」
で
あ
る
）
と
い
っ
た
解
釈
技
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
或
い
は
「
不
応
為
罪
」
（
雑
律
舵
条
に
規
定
．
道
徳
・
社
会
規
範
や
人
間
の
自

（
旧
）

然
的
感
情
か
ら
判
断
し
て
容
認
さ
れ
な
い
行
為
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
）
を
適
用
さ
せ

る
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
処
し
て
い
っ
た
が
、
既
存
の
法
規
範
の
解
釈
か
ら
、
社

会
構
造
の
著
し
い
変
化
に
応
じ
た
、
新
た
な
法
理
（
社
会
の
新
た
な
ル
ー
ル
）
を

創
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
よ
り
巧
妙
で
、
高
度
な
解
釈
技
法
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
の
が
「
因
准
」
と
い
う
解
釈
技
法
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

明
法
家
の
「
因
准
」
の
手
法
に
つ
い
て
は
小
林
宏
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が

あ
り
、
既
に
そ
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
「
因
准
」
の

（
鋤
）

手
法
の
手
順
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

①
提
起
さ
れ
た
個
別
、
具
体
的
な
問
題
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
を
適
正
に
解

決
す
る
為
の
論
拠
を
広
く
律
令
法
体
系
の
中
か
ら
見
つ
け
出
す
（
小
林
氏

は
こ
れ
を
「
発
見
」
と
す
る
。
こ
の
論
拠
は
、
律
令
格
式
の
条
文
だ
け
で
は
な

く
、
公
定
注
釈
書
た
る
令
義
解
、
明
法
家
の
学
説
、
儀
式
、
宣
旨
、
太
政
官
符
、

検
非
違
使
別
当
宣
、
唐
の
律
令
格
式
お
よ
び
そ
の
注
釈
、
経
書
に
ま
で
及
ん

だ
）
。

②
か
く
し
て
見
つ
け
出
さ
れ
た
法
的
論
拠
に
よ
り
、
又
は
複
数
の
法
的
諸
論

拠
の
組
合
わ
せ
に
よ
り
、
当
該
個
別
、
具
体
的
な
問
題
を
正
し
く
解
決
す

る
為
の
法
的
基
準
を
創
り
だ
す
（
小
林
氏
は
こ
れ
を
「
証
明
」
と
す
る
）
。

③
か
く
し
て
創
り
出
さ
れ
た
法
的
基
準
の
適
否
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
折
中
」
の

視
点
か
ら
、
こ
れ
を
検
査
、
確
認
す
る
（
小
林
氏
は
こ
れ
を
「
結
論
」
と
す

る
）
。

そ
れ
で
は
『
法
曹
至
要
抄
』
の
法
解
釈
に
因
准
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

事
例
を
い
く
つ
か
示
そ
う
。
ま
ず
は
「
因
准
の
法
を
以
て
折
中
の
理
を
案
ず
べ

し
」
と
明
兼
が
記
し
た
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
一
七
（
処
分
条
Ⅳ
）
条
の
法
解

釈
を
見
よ
う
。

『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
七
（
処
分
条
灯
）
条

一
、
僧
尼
遺
物
弟
子
可
伝
領
事

名
例
律
云
。
僧
尼
若
於
其
師
与
伯
叔
父
同
。
於
其
弟
子
与
兄
弟
之
子

同
。戸

令
云
。
無
子
者
。
聴
養
四
等
以
上
親
於
昭
穆
合
者
。
説
者
云
。
四
等

〔
子
〕

以
上
者
。
兄
弟
之
口
・

儀
制
令
五
等
親
義
解
云
。
兄
弟
之
子
猶
子
。
引
而
進
之
。

案
之
。
遺
財
処
分
為
俗
人
錐
儲
法
。
為
僧
尼
不
立
制
。
只
以
因
循
之

〔
子
〕父
。
可
案
折
中
之
理
。
仮
令
。
僧
尼
身
亡
有
遺
物
。
有
弟
子
。
聖
教

経
論
之
類
。
相
承
護
法
之
者
。
便
可
伝
得
。
自
余
仏
具
衣
鉢
之
類
。

各
随
状
可
均
分
。
是
則
准
俗
人
之
法
。
兄
弟
之
子
者
猶
子
。
至
収
養

之
時
。
為
得
分
之
親
。
今
僧
尼
於
其
弟
子
可
比
俗
人
之
養
子
歎
。
且

准
養
子
之
条
。
随
事
可
案
得
歎

五
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そ
し
て
ｄ
を
受
け
て
、
僧
尼
の
遺
産
相
続
法
も
嫡
子
二
分
、
庶
子
一
分
と
い

う
「
俗
人
の
法
」
（
戸
令
泌
条
）
に
准
じ
て
、
護
法
伝
承
の
弟
子
の
み
を
嫡
子
に

倣
っ
て
特
別
に
遇
し
（
聖
教
経
論
の
類
を
す
べ
て
相
続
す
る
）
、
他
の
弟
子
は
庶
子

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

俗
人
の
遺
産
相
続
に
つ
い
て
は
律
令
に
明
文
（
戸
令
羽
条
）
が
あ
る
が
、
僧

尼
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
明
文
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
因
准
の
文
に
よ
っ
て
妥
当

な
法
理
（
折
中
）
を
案
出
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
林
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ

（
訓
）

た
右
の
法
的
思
考
の
筋
道
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ｄ
、
故
に
僧
尼
と
そ
の
弟
子
と
の
関
係
は
、
俗
人
の
養
親
と
養
子
と
の
関
係

に
准
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
僧
尼
の
遺
産
の
相
続
に
関
し
て
は
、
俗

人
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ａ
、
僧
尼
に
お
け
る
師
と
弟
子
と
の
関
係
は
、
名
例
律
師
条
に
よ
り
、
俗
人

に
お
け
る
伯
叔
父
と
兄
弟
の
子
と
の
関
係
に
擬
す
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ
、
兄
弟
の
子
は
、
四
等
以
上
の
親
で
あ
っ
て
、
し
か
も
昭
穆
に
か
な
う
者

で
あ
る
か
ら
、
戸
令
皿
条
お
よ
び
そ
の
解
釈
学
説
で
あ
る
「
説
者
」
に
よ

り
、
伯
叔
父
の
養
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
兄
弟
の
子
は
儀
制

令
妬
条
の
義
解
に
よ
り
「
猶
子
」
（
『
礼
記
』
棚
弓
）
と
さ
れ
、
養
子
と
し

て
最
適
の
者
で
あ
る
。

Ｃ
、
養
子
と
な
る
と
き
は
、
被
相
続
人
た
る
養
親
の
遺
産
を
相
続
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。

田
宅
の
質
入
を
禁
ず
る
天
平
勝
宝
三
年
格
を
引
用
し
な
が
ら
、
百
姓
を
安
堵

せ
し
め
る
の
が
こ
の
格
の
立
法
趣
旨
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
債
務
者
で
あ
る
百

姓
の
民
業
に
妨
げ
が
な
い
の
で
あ
ら
ば
、
田
宅
の
質
入
を
認
め
、
弁
済
期
ま
で

田
宅
を
債
務
者
の
許
に
留
め
置
い
て
、
債
務
を
弁
済
さ
せ
る
べ
き
あ
る
、
と
い

う
の
が
右
の
解
釈
で
あ
る
（
Ⅱ
「
価
務
者
留
腫
説
」
）
。

こ
こ
で
の
因
准
の
手
法
は
、
従
来
の
実
定
法
規
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
般
的

効
力
を
原
則
と
い
う
形
で
、
あ
く
ま
で
も
保
持
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
の
ま

に
倣
っ
て
均
等
に
扱
う
べ
し
と
い
う
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
因
准
の
手
法
は
、
事
案
に
関
係
す
る
律
令
条
文
も
し
く
は
条
項
、
令
の

公
定
注
釈
書
た
る
令
義
解
、
有
力
学
説
た
る
調
者
云
」
を
提
示
し
、
そ
れ
ら

の
論
拠
を
組
み
合
わ
せ
、
相
互
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
法
創
造
を
行
な

｛
塑
）

う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
示
す
、
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
三
三
（
質
物
１
）
条
の
法
解
釈
も
、

や
は
り
因
准
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。

『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
第
三
三
（
質
物
１
）
条

一
、
以
田
宅
不
可
為
質
事

天
平
勝
宝
三
年
九
月
四
日
格
云
。
出
挙
財
物
。
以
宅
地
園
圃
為
質
。
皆

悉
禁
断
。
若
有
先
日
約
契
者
。
錐
至
償
期
。
猶
任
住
居
。
梢
令
酬
償
。

案
之
。
以
田
宅
之
類
不
可
為
質
之
旨
。
格
制
厳
重
。
是
則
為
令
百
姓

安
堵
也
。
若
無
妨
民
業
者
。
至
干
償
期
可
令
梢
補
。

五
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ま
で
適
用
す
る
と
不
都
合
な
結
果
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
つ
き
で
例
外
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
他
の
明
法
学
説
の
中
に
は
、
同
じ
天
平
勝
宝
三
年
格
を
引
用

し
、
同
じ
こ
と
を
論
じ
な
が
ら
も
、
因
准
の
手
法
を
用
い
て
右
と
は
異
な
る
結

論
を
導
き
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
十
三
世
紀
半
ば
に
中
原
章
澄
に
よ
っ
て

著
さ
れ
た
『
明
法
条
々
勘
録
』
の
第
一
六
条
に
見
る
法
解
釈
が
そ
れ
で
あ
る
。

右
の
条
文
は
、
質
入
れ
し
た
田
地
は
、
引
き
続
き
債
務
者
の
許
に
留
め
お
く

べ
き
か
、
あ
る
い
は
債
務
弁
済
ま
で
債
権
者
に
引
き
渡
す
べ
き
か
を
論
じ
た
も

『
明
法
条
々
勘
録
』
第
一
六
条

一
、
質
券
田
地
事

物
主
者
。
依
格
制
不
預
之
。
借
入
者
。
返
償
遅
怠
者
。
物
主

無
所
懸
歎
。
負
物
返
償
之
程
。
物
主
暫
知
行
之
。
返
償
之

時
。
計
入
所
取
之
土
貢
如
何
云
々
・

右
。
天
平
勝
宝
三
年
九
月
四
日
格
云
。
禁
断
出
挙
財
物
。
以
宅
地
園

圃
為
質
事
。
右
云
々
・
自
今
以
後
。
皆
悉
禁
断
。
若
有
先
日
約
契

者
。
錐
至
償
期
。
猶
任
住
居
。
梢
令
酬
償
者
。

就
之
案
之
。
本
主
猶
領
彼
田
地
。
梢
可
令
酬
償
其
借
銭
嗽
。
然

而
雑
令
云
。
家
資
尽
者
。
役
身
折
酬
云
々
・
准
的
此
令
。
物
主

暫
知
行
之
。
返
償
之
時
。
計
入
所
取
之
土
貢
条
。
自
叶
三
典
之

義
。
須
絶
両
人
之
愁
歎
。

の
で
あ
る
。
『
明
法
条
々
勘
録
』
の
撰
者
中
原
章
澄
は
、
天
平
勝
宝
三
年
格
か

ら
『
法
曹
至
要
抄
』
中
巻
三
三
条
の
如
き
「
債
務
者
留
置
説
」
が
導
か
れ
る
こ

と
を
認
め
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
な
異
説
を
唱
え
て
い
る
。
即
ち
、
雑
令
凹
公

私
以
財
物
条
に
お
い
て
、
出
挙
に
よ
る
財
物
の
貸
借
に
関
し
、
債
務
者
に
よ
る

債
務
不
履
行
の
場
合
は
、
債
権
者
は
先
ず
債
務
者
の
家
宅
と
資
財
と
を
も
っ
て

債
務
の
弁
済
に
宛
て
し
め
、
そ
れ
で
も
な
お
債
務
の
全
額
に
不
足
す
る
と
き
に

は
、
債
務
者
を
し
て
労
役
に
つ
か
し
め
債
務
を
完
済
さ
せ
よ
、
と
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
の
雑
令
に
「
准
的
」
す
れ
ば
、
質
入
れ
し
た

田
地
を
債
権
者
が
占
有
し
、
債
務
者
が
債
務
の
弁
済
を
行
な
う
際
に
、
債
権
者

管
理
下
の
当
該
田
地
か
ら
の
収
益
を
も
っ
て
弁
済
の
一
分
に
充
て
る
「
債
権
者

留
置
説
」
（
Ⅱ
物
的
担
保
容
認
説
）
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
そ
し

て
質
入
物
（
田
地
）
を
債
権
者
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
の
方
が
、
法
の
趣
旨
に

叶
い
、
債
権
者
、
債
務
物
双
方
の
愁
い
を
絶
つ
こ
と
に
な
る
、
と
章
澄
は
結
論

づ
け
て
い
る
。

坂
上
氏
の
明
法
家
説
を
論
破
し
、
章
親
流
中
原
氏
の
名
を
高
ら
し
め
る
為
に

（
趣
）

著
さ
れ
た
の
が
『
明
法
条
々
勘
録
』
で
あ
っ
た
か
ら
、
、
右
の
様
に
『
法
曹
至

要
抄
』
と
相
反
す
る
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
両
者
の

法
解
釈
を
比
較
検
討
し
て
み
れ
ば
わ
か
る
様
に
、
「
因
准
」
の
手
法
を
用
い
れ

ば
、
法
源
の
取
捨
選
択
（
つ
ま
り
小
林
氏
の
指
摘
せ
る
因
准
の
①
段
階
「
発
見
」
）
に

よ
り
、
結
論
を
異
に
す
る
様
々
な
法
解
釈
を
導
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

だ
が
『
法
曹
至
要
抄
』
の
按
文
に
「
因
准
の
法
を
以
て
折
中
の
理
を
案
ず
べ

し
」
と
あ
る
様
に
、
そ
の
法
解
釈
が
、
当
時
の
人
々
を
し
て
、
な
る
ほ
ど
尤
も

五
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だ
と
思
わ
せ
る
も
の
（
Ⅱ
「
折
中
の
理
」
）
で
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
意
味
の
な

い
も
の
と
な
る
。
「
明
法
家
は
一
方
で
は
『
折
中
』
に
か
な
っ
た
妥
当
な
結
論

を
導
き
出
す
こ
と
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
既
存
の
法
体
系
と
の
整

合
性
を
は
か
る
と
い
う
操
作
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
か
つ
た
の
で

あ
る
。
「
こ
の
二
つ
の
異
な
っ
た
要
請
の
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
応
え
て

行
」
く
こ
と
が
、
良
き
明
法
家
の
務
め
で
あ
っ
た
。
小
林
氏
が
述
べ
る
様
に
、

「
折
中
は
因
准
を
方
向
づ
け
、
因
准
は
折
中
を
正
当
化
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た

（
別
）

と
い
え
よ
う
。

直
系
卑
属
に
譲
与
し
た
物
の
悔
還
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
、
「
戸
（
婚
）
律
之

説
」
（
戸
婚
律
６
子
孫
別
籍
異
財
条
）
に
依
拠
す
る
学
説
は
処
分
後
の
悔
還
を
認

め
ず
、
「
闘
律
之
文
」
（
闘
訟
律
仰
子
孫
教
令
違
犯
条
）
に
依
拠
す
る
学
説
は
無
条

（
湾
）

件
に
悔
還
を
容
認
し
て
い
る
と
、
十
二
世
紀
の
明
法
家
が
語
る
様
に
、
明
法
家

が
勘
申
を
行
う
際
に
、
如
何
な
る
規
範
の
ど
の
部
分
を
法
源
と
し
て
提
示
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
法
解
釈
の
立
場
は
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ

る
含
法
曹
至
要
抄
』
、
『
裁
判
至
要
抄
』
が
、
戸
婚
律
６
子
孫
別
籍
異
財
条
お
よ
び
そ
の

解
釈
学
説
を
法
源
と
し
て
、
親
の
悔
還
に
制
限
を
加
え
る
べ
し
と
主
張
し
た
こ
と
は
、

前
節
で
既
に
触
れ
た
）
。

た
と
え
ば
、
前
掲
の
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
七
条
に
見
る
法
解
釈
を
例

と
す
れ
ば
、
法
源
と
し
て
名
例
律
師
僧
尼
犯
罪
条
、
戸
令
腿
聴
養
条
な
ら
び
に

そ
の
解
釈
学
説
、
儀
制
令
茄
五
等
条
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
だ
け
で
、

因
准
の
筋
道
は
お
お
む
ね
、
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
明
法
家
が
勘
申
す
べ
き
内
容
を
、
分
類
整
理
し
、
各
条
項
ご
と
に
、

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

法
源
を
提
示
し
て
お
け
ば
法
解
釈
の
立
場
（
Ⅱ
家
説
）
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な

る
の
で
あ
る
。
『
法
曹
至
要
抄
』
が
明
法
勘
文
を
作
成
す
る
際
の
虎
の
巻
と
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
明
法
家
達
（
勿
論
明
兼
自
身
も
含
む
）
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
多
様
な
「
因
准
」
の
手
法
が
、
『
法
曹
至
要
抄
』
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
兼
の
子
孫
達
に
こ
の
「
因
准
」
の
技
法
を
学
び
と
ら

せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
法
曹
至
要
抄
』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
い
法
源
の
発
見
は
容

易
で
あ
っ
て
も
、
「
因
准
」
の
手
法
と
は
、
自
ら
提
示
し
た
法
源
一
つ
一
つ
の

意
味
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
法
源
を
互
い
に
関
係
づ
け
て
、

新
た
な
法
理
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
事
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
結
論
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
論
理
も
当
時
の
人
々
を
納
得
せ
し
め
る

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
「
因
准
」
と
い
う
法
解
釈
技
法
を
用

い
る
に
は
、
か
な
り
の
学
識
を
必
要
と
し
た
。

し
か
し
坂
上
明
兼
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
子
孫
達
が
、
「
因
准
」
の
手

法
を
用
い
、
領
極
的
に
法
創
造
を
行
な
っ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

明
兼
の
子
孫
達
が
明
法
勘
文
を
作
成
す
る
際
の
方
法
と
は
、
『
法
曹
至
要

抄
』
か
ら
法
源
を
探
し
出
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
法
的
思
考
の
筋

道
を
示
す
こ
と
な
く
、
結
論
だ
け
を
導
き
出
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼

等
は
そ
れ
で
自
ら
の
職
責
を
塞
い
だ
の
で
あ
る
。

律
令
法
と
現
実
生
活
と
の
距
離
が
法
解
釈
・
法
適
用
の
手
法
だ
け
で
は
埋
め

き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
主
た
る
要
因
で
あ
ろ
う
が
、

五
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む
す
び
に
か
え
て

（
坊
）

以
上
、
拙
著
に
対
す
る
御
批
判
に
お
答
え
す
る
形
で
論
を
進
め
て
き
た
が
、

最
後
に
、
中
世
初
期
の
明
法
道
の
実
態
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
法
曹
至
要
抄
』
・
『
裁
判
至
要
抄
』
は
、
坂
上
流
の
明
法
道
を
後
世
に
伝
え

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
法
書
を
利
用
し
な
が
ら
、
父
祖
伝
来
の
明
法
学

説
を
墨
守
し
て
ゆ
く
こ
と
と
、
現
実
社
会
で
新
た
に
生
じ
た
法
律
問
題
を
解
決

（
訂
）

し
て
ゆ
く
こ
と
と
は
、
果
た
し
て
両
立
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
為
に
は
、
明
法
勘
申
の
意
味
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
。
明
法
博
士
と
し
て
の
家
説
の
開
陳
は
明
法
勘
文
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
が
、

そ
の
明
法
勘
文
は
、
あ
く
ま
で
も
法
律
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
意
見
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
太
政
官
に
繋
属
せ
る
法
律
問
題
解
決
の
為
に
、
太
政
官
（
弁
官
宣
旨
に

よ
る
）
か
ら
二
人
の
明
法
博
士
に
対
し
て
公
式
に
明
法
勘
文
の
提
出
（
Ⅱ
判
決

案
の
勘
申
）
が
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
公
卿
愈
議
（
陣
定
）
を
行
な
う

際
の
参
考
資
料
と
し
て
徴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

提
出
さ
れ
た
明
法
勘
文
の
当
否
は
、
公
卿
等
が
審
議
し
、
公
卿
等
に
よ
っ
て

勘
申
内
容
に
問
題
あ
り
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
再
度
明
法
勘
文
の
提
出
が

命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
公
卿
等
の
求
め
る
勘
申
が
為
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

明
法
博
士
と
難
も
律
令
条
文
さ
え
正
確
に
解
釈
し
得
な
く
な
っ
て
い
た
当
時
の

明
法
家
達
の
学
識
の
欠
乏
が
、
か
く
の
如
き
状
況
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
法
解

釈
の
柔
軟
性
な
ど
、
当
時
の
明
法
家
に
は
も
は
や
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

明
法
博
士
以
外
の
明
法
家
に
対
し
て
も
、
勘
文
の
提
出
が
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

つ
ま
り
裁
判
権
者
は
あ
く
ま
で
も
公
卿
達
で
あ
り
、
そ
の
判
断
材
料
を
提
出

す
る
の
が
、
法
曹
官
僚
た
る
明
法
家
の
役
割
で
あ
っ
た
。
瀬
賀
氏
が
指
摘
さ
れ

る
様
に
、
明
法
家
の
役
割
は
「
公
卿
の
判
断
の
法
的
根
拠
を
発
見
す
る
こ
と
に

（
温
）

あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
公
卿
達
は
陣
定
の
席
上
で
、
法
の
解
釈
・
適
用
の
問
題

に
ま
で
踏
み
込
ん
で
議
論
し
た
の
で
あ
り
、
明
法
家
は
、
彼
等
を
納
得
せ
し
め

る
勘
申
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
．

複
数
の
明
法
家
に
勘
申
を
行
わ
せ
た
の
は
、
裁
判
権
者
が
法
解
釈
の
多
様
性

を
求
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
公
卿
愈
議
で
は
、
政
治
的
判
断
に
基
づ
い
て
意
見

が
調
整
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
最
終
的
な
結
論
を
正
当
化
す
る
為
の
法
的
根
拠
を

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

公
卿
達
が
、
家
説
に
こ
だ
わ
っ
た
明
法
勘
申
を
許
容
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く

そ
の
為
で
あ
り
、
彼
等
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
い
ず
れ
の
明
法
勘

（
画
）

申
を
是
と
す
る
か
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

提
出
し
た
勘
申
内
容
に
明
ら
か
に
誤
り
が
あ
っ
た
明
法
家
は
（
公
卿
等
の
政

治
的
判
断
に
従
え
な
い
明
法
家
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
、
そ
の
責
任
を
追
及
さ
れ

「
陳
状
」
（
陳
弁
番
）
・
「
過
状
」
（
始
末
書
）
の
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
彼
等

は
、
大
過
の
な
い
よ
う
に
、
家
説
を
基
準
と
し
て
、
著
名
な
明
法
学
説
に
従
っ

て
明
法
勘
申
を
行
な
っ
た
。

公
卿
達
は
社
会
状
況
の
変
化
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
法
律
問
題
に
対
処
す
べ

く
、
時
に
は
柔
軟
な
法
解
釈
、
す
な
わ
ち
大
胆
な
因
准
の
手
法
を
用
い
た
法
解

五
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釈
を
明
法
家
に
求
め
た
が
、
法
（
律
令
法
）
と
現
実
と
の
乖
離
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
、
明
法
家
達
は
、
逆
に
論
理
解
釈
を
拒
ん
で
、
姑
息
な
法
解
釈
に
終
止
す

る
様
に
な
る
。
明
法
家
達
は
、
自
ら
の
法
解
釈
が
、
律
令
格
式
の
正
文
か
ら
導

か
れ
る
所
の
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
か
、
或
い
は
家
説
を
遵
守
し
た
も
の
で
あ

（
”
）

る
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
そ
の
責
任
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。

『
法
曹
至
要
抄
』
の
撰
者
で
あ
る
明
兼
で
さ
え
、
鑑
定
と
し
て
提
出
し
た
明

法
勘
文
中
の
法
解
釈
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
、
陣
定
の
席
上
で
公
卿
達
に
指
摘

さ
れ
、
辱
め
を
受
け
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
明
法
道
の
頽
廃
は
、
既
に
十
二

世
紀
に
は
、
如
何
と
も
し
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
明
兼
は
、
こ
の
勘
申
失

錯
の
汚
名
を
返
上
せ
ん
と
法
家
問
答
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
兼
は
、
こ

の
法
家
問
答
の
中
で
、
自
説
を
擁
護
せ
ん
が
為
に
、
律
令
に
因
准
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
る
が
、
格
式
に
因
准
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
苦
し
紛

（
別
）

れ
の
理
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

我
が
国
の
明
法
家
が
、
因
准
の
手
法
を
用
い
る
際
に
、
我
が
国
の
律
令
格
式

の
み
な
ら
ず
、
明
法
学
説
や
官
符
類
、
唐
の
律
令
格
式
や
中
国
古
典
ま
で
も
、

そ
の
論
拠
と
し
て
示
し
て
き
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
因
准
の
事
例
を
集
め
て

『
法
曹
至
要
抄
』
を
編
纂
し
た
明
兼
が
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
は

ず
は
な
い
。
右
の
明
兼
の
主
張
を
小
林
氏
は
「
因
准
な
る
技
法
の
使
用
可
能
な

ケ
ー
ス
の
種
類
を
限
定
す
る
た
め
の
工
夫
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
評
さ

（
鞄
）

れ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
明
法
道
の
衰
頽
し
た
こ
と
を
自
覚
し

た
明
兼
が
、
一
つ
の
手
段
と
し
て
提
唱
し
た
の
が
右
の
主
張
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

（
１
）
新
田
一
郎
氏
に
よ
る
書
評
（
『
史
学
雑
誌
』
第
Ⅷ
編
第
８
号
、
二
○
○
一
）
、
梅
田

康
夫
氏
に
よ
る
書
評
（
『
古
文
書
研
究
』
第
別
号
、
二
○
○
一
）
、
上
杉
和
彦
氏
執
筆

「
法
曹
至
要
抄
」
「
裁
判
至
要
抄
」
の
項
（
『
歴
史
学
事
典
９
法
と
秩
序
』
弘
文

堂
、
二
○
○
二
）
、
瀬
賀
正
鱒
氏
に
よ
る
書
評
言
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
叩

号
、
二
○
○
五
）
．

（
２
）
梅
田
康
夫
氏
書
評
（
『
前
掲
誌
』
九
四
頁
）
。

（
３
）
以
下
に
引
用
す
る
、
『
法
曹
至
要
抄
』
『
裁
判
至
要
抄
』
『
明
法
条
々
勘
録
』
の
各
条

文
は
、
佐
藤
進
一
氏
等
編
『
中
世
法
制
史
料
集
第
六
巻
公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺

社
法
』
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
五
）
に
依
っ
た
．

（
４
）
「
取
与
不
和
」
「
雛
和
与
者
無
罪
」
「
乞
索
」
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
受
領
者
有
罪
、

授
与
者
無
罪
で
あ
っ
た
か
ら
、
原
主
に
鰄
物
が
返
還
さ
れ
た
。
「
錐
和
与
者
無
罪
」
と

他
の
二
者
と
の
違
い
は
、
二
者
よ
り
も
受
領
者
に
積
極
的
意
思
が
な
か
っ
た
と
い
う

違
い
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

（
５
）
た
と
え
ば
、
上
巻
第
二
九
（
罪
科
条
四
）
条
「
劫
囚
事
」
、
上
巻
第
三
一
（
罪
科
条

訓
）
条
「
殴
人
奪
財
事
」
、
中
巻
第
四
七
（
雑
事
条
７
）
「
殺
馬
午
等
事
」
等
が
そ
の

例
で
あ
る
。

（
６
）
た
と
え
ば
、
上
巻
第
八
（
罪
科
条
８
）
条
「
覚
挙
事
」
、
上
巻
第
二
二
（
罪
科
条

羽
）
条
「
事
事
」
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
７
）
た
と
え
ば
、
上
巻
第
三
八
（
罪
科
条
認
）
条
「
監
臨
之
官
柱
法
等
事
」
が
そ
の
例

で
あ
る
。

（
８
）
た
と
え
ば
、
中
巻
第
三
七
（
預
物
条
１
）
条
「
預
物
費
用
事
」
、
下
巻
第
一
三

五
五



（
処
分
条
咽
）
条
「
養
子
承
分
事
」
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
９
）
『
裁
判
至
要
抄
』
第
三
三
条
に
お
い
て
は
、
僧
尼
の
子
弟
間
で
の
悔
還
の
可
否
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
律
令
法
に
そ
の
典
拠
を
見
出
せ
な
か
っ
た
為
に
、
撰
者
で
あ

る
坂
上
明
基
は
「
和
与
物
不
悔
還
」
の
法
理
を
示
し
て
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
見
る
法
解
釈
は
「
俗
人
の
義
親
と
養
子
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
異
財
後
に

理
由
な
く
悔
還
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

僧
尼
が
弟
子
に
処
分
し
た
も
の
を
理
由
な
く
悔
還
す
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
梅
田
氏
は
、
私
の
こ
の
解
釈
を
批
判
さ
れ
、
「
僧
尼
の
師
と
弟
子
と
の

関
係
は
俗
人
の
養
親
と
養
子
と
の
関
係
に
比
せ
ら
れ
る
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り

で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
梅
田
氏
書
評
『
前
掲
誌
』
九
六
頁
）
．
第
三
三
条
の
按
文

に
お
い
て
「
僧
尼
之
弟
子
。
比
兄
弟
之
子
」
と
あ
る
の
は
、
直
前
の
第
三
二
条
（
も

し
く
は
『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
七
条
）
を
見
れ
ば
わ
か
る
様
に
、
名
例
律
訂
条

か
ら
導
か
れ
た
論
理
（
僧
尼
に
お
け
る
師
と
弟
子
と
の
関
係
は
、
俗
人
に
お
け
る
伯

叔
父
と
兄
弟
の
子
と
の
関
係
に
擬
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
論
理
）
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
戸
令
吃
条
お
よ
び
そ
の
解
釈
学
説
、
儀
制
令
閲
条
義
解

等
の
論
拠
を
組
み
合
わ
せ
、
僧
尼
と
弟
子
と
の
関
係
を
、
俗
人
の
養
親
と
養
子
と
の

関
係
に
准
ず
る
も
の
と
考
え
る
の
が
坂
上
氏
の
家
説
で
あ
っ
た
（
本
稿
五
○
頁
の

『
法
曹
至
要
抄
』
下
巻
第
一
七
条
に
お
け
る
法
解
釈
を
参
照
）
。
「
明
ら
か
に
誤
り
で

あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
ば
、
せ
め
て
、
梅
田
氏
に
は
そ
の
根
拠
を
示
し
て
頂

き
た
か
っ
た
。

（
、
）
『
裁
判
至
要
抄
』
第
一
八
条
「
養
子
分
法
事
」
に
お
い
て
は
、
令
（
戸
令
泌
応
分

条
）
の
本
文
が
省
略
さ
れ
、
そ
の
本
注
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合

も
当
該
本
注
か
ら
養
子
の
得
分
が
直
接
導
か
れ
て
い
る
。

（
皿
）
田
中
稔
氏
「
裁
判
至
要
抄
に
見
え
る
悔
還
権
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制

度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）
、
棚
橋
光
男
氏
「
法
書
『
法
曹
至
要
抄
』
」

（
『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
）
、
森
田
悌
氏
「
古
代
の
侮

還
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
第
汕
・
池
合
併
号
、
一
九
九
八
）
。

（
吃
）
田
中
稔
氏
「
裁
判
至
要
抄
に
見
え
る
悔
還
権
に
つ
い
て
」
（
『
前
掲
書
』
三
六
九

頁
）
。

（
肥
）
新
田
一
郎
氏
書
評
（
『
前
掲
誌
』
二
七
頁
）
。

（
Ｍ
）
森
田
悌
氏
「
古
代
の
悔
還
」
（
『
前
掲
誌
』
五
八
頁
）
。

（
巧
）
梅
田
康
夫
氏
書
評
言
前
掲
誌
』
九
五
頁
）
。

（
焔
）
棚
橋
光
男
氏
「
法
書
『
法
曹
至
要
抄
』
」
（
『
前
掲
書
迄
。

（
Ⅳ
）
小
林
宏
氏
「
因
准
ノ
文
ヲ
以
ツ
テ
折
中
ノ
理
ヲ
案
ズ
ベ
シ
ー
明
法
家
の
法
解
釈
理

論
ｌ
」
（
『
國
學
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
四
号
、
一
四
頁
）
。

（
肥
）
滋
賀
秀
三
氏
執
筆
、
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
五
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
、
三
○
二
頁
）
。

（
⑲
）
川
村
康
氏
執
筆
、
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
八
唐
律
疏
議
訳
註
篇
四
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
、
二
○
九
頁
）
・

（
別
）
小
林
宏
氏
「
因
准
ノ
文
ヲ
以
ツ
テ
折
中
ノ
理
ヲ
案
ズ
ベ
シ
ー
明
法
家
の
法
解
釈
理

論
ｌ
」
（
『
前
掲
誌
』
三
三
頁
）
。

（
瓢
）
小
林
宏
氏
「
因
准
ノ
文
ヲ
以
ツ
テ
折
中
ノ
理
ヲ
案
ズ
ベ
シ
ー
明
法
家
の
法
解
釈
理

論
ｌ
」
（
『
前
掲
誌
』
二
七
頁
）
。

（
理
）
し
か
し
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
名
例
律
訂
条
は
、
小
林
氏
が
指
摘
さ
れ
る
様

五
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に
、
「
本
来
寺
院
内
に
お
け
る
身
分
関
係
の
刑
法
上
の
扱
い
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
師
と
弟
子
と
の
関
係
を
伯
叔
父
と
兄
弟
の
子
と
の
関
係

に
比
定
す
る
と
い
う
法
理
は
、
罵
晋
・
障
害
・
殺
人
等
の
律
適
用
の
対
象
と
な
る
可

罰
的
行
為
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
つ
ま
り
量
刑
の
た
め
に
、
両
者
の
関
係
を

俗
人
の
尊
卑
関
係
に
比
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
）
。
「
従
っ
て
、
そ
の
関
係
を
更
に
養
親

と
養
子
と
の
関
係
に
移
し
変
え
る
明
法
家
の
論
法
に
は
」
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
。

（
鴎
）
『
明
法
条
々
勘
録
』
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
利
光
三
津
夫
氏
「
内
閣
文
庫
本
『
明

法
条
々
勘
録
』
（
同
氏
『
律
令
制
と
そ
の
周
辺
』
所
収
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究

会
、
昭
和
妃
年
）
お
よ
び
同
氏
「
『
明
法
条
々
勘
録
』
成
立
の
背
景
」
（
初
出
昭
和
剛

年
。
の
ち
同
氏
『
続
律
令
制
の
研
究
』
所
収
、
慶
応
通
信
株
式
会
社
、
昭
和
“
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
．

（
別
）
小
林
宏
氏
「
因
准
ノ
文
ヲ
以
ツ
テ
折
中
ノ
理
ヲ
案
ズ
ベ
シ
ー
明
法
家
の
法
解
釈
理

論
ｌ
」
（
『
前
掲
誌
』
三
一
頁
）
．

（
妬
）
大
治
五
年
「
大
江
仲
子
解
文
案
」
所
載
「
永
久
三
年
（
一
二
五
）
九
月
二
日
付

明
法
勘
文
案
」
（
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
、
二
一
七
七
号
）
。

（
妬
）
拙
著
第
五
章
ヨ
越
訴
』
の
語
義
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
に
つ
い
て
も
、
梅
田
氏
か
ら

御
意
見
を
頂
い
た
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
も
簡
単
に
お
答
え
し
て
お
こ
う
。
本
章

は
、
「
越
訴
」
と
い
う
訴
訟
制
度
上
の
用
語
の
意
義
を
通
し
て
公
家
法
と
武
家
法
と

の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
法
家
の
法
解
釈
が
、
武
家
を
含
め
後
世
に
影

響
を
与
え
た
一
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
。
概
略
を
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
律

令
法
の
上
訴
制
度
は
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
下
級
裁
判
所
か
ら
上
級
裁
判
所
へ
提

訴
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
（
公
式
令
闘
訴
訟
条
）
、
所
轄
裁
判
所
の
判
決
を
経
ず
し
て
上

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て

級
裁
判
所
へ
提
訴
す
る
行
為
は
「
越
訴
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
特

別
な
場
合
に
限
っ
て
上
級
裁
判
所
に
直
ち
に
提
訴
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
．
明

法
家
は
、
そ
の
適
法
な
手
続
き
を
も
「
越
訴
」
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

武
家
に
お
い
て
は
、
御
成
敗
式
目
の
用
例
を
見
て
も
明
ら
か
な
様
に
、
当
初
は
「
次

第
を
越
え
た
違
法
な
訴
え
」
と
い
う
意
味
で
「
越
訴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
十

三
世
紀
後
半
に
幕
府
の
判
決
過
誤
救
済
機
関
と
し
て
「
越
訴
方
」
が
設
髄
さ
れ
る
頃

に
な
る
と
、
「
越
訴
」
と
は
、
再
審
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の
「
越

訴
方
」
に
提
訴
す
る
適
法
な
行
為
を
意
味
す
る
法
律
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
様
に

な
る
。
武
家
法
で
用
い
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
こ
の
新
た
な
「
越
訴
」
の
意
味
は
、
前

述
せ
る
明
法
家
の
法
解
釈
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
武
家
独
自
の
「
越
訴
」

の
用
例
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
私
は
明
法
家
の
法
解
釈
が
後
世

に
影
響
を
与
え
た
一
例
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
梅
田
氏
か
ら
、
公

家
法
と
武
家
法
の
共
通
性
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
差
異
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る

と
い
う
御
批
判
を
受
け
た
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
私
の
立
場
と
は
逆
に
公

家
法
と
武
家
法
の
差
異
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
十
三
世
紀
に
武
家
法
の
中
で
生
ま
れ

た
「
越
訴
」
の
用
例
も
武
家
法
の
法
律
用
語
の
独
自
性
を
説
く
際
の
一
つ
の
根
拠
と

し
て
示
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
り
、
そ
の
批
判
の
意
味
で
本
稿
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

梅
田
氏
が
、
お
っ
し
ゃ
る
様
に
「
越
訴
」
と
い
う
言
葉
が
、
ど
ち
ら
の
意
味
で
多
く

用
い
ら
れ
た
の
か
「
そ
の
比
重
」
や
用
例
の
「
変
化
の
範
囲
」
を
明
確
に
す
る
こ
と

も
、
勿
論
必
要
で
あ
る
が
（
そ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
稲
葉
伸
道
氏
の
研
究
が
あ

る
）
、
明
法
家
が
適
法
な
「
越
訴
」
を
強
調
し
、
そ
れ
が
武
家
に
も
受
容
さ
れ
た
と
い

う
一
事
が
確
認
出
来
れ
ば
、
拙
稿
の
目
的
は
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
七



（
犯
）
小
林
宏
氏
「
因
准
ノ
文
ヲ
以
ツ
テ
折
中
ノ
理
ヲ
案
ズ
ベ
シ
ー
明
法
家
の
法
解
釈
理

（
別
）
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
院
政
期
明
法
学
説
の
形
成
」
（
前
掲
）
を
ご
覧
頂

（
四
）
太
政
官
裁
判
に
お
い
て
判
例
法
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、
お
そ
ら

く
そ
の
事
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
期
に
判
例
法
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
瀬
賀
正
博
氏
も
「
明
法
道
に
お
け
る
判
例
お
よ
び
学
説
法
」
（
小
林
宏

編
『
律
令
論
纂
』
汲
古
書
院
、
二
○
○
三
）
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
．
瀬
賀
氏
は

「
明
法
家
の
中
で
は
、
や
は
り
制
定
法
の
み
が
法
源
と
し
て
相
応
し
い
と
い
う
観
念

が
強
い
の
で
あ
り
、
学
説
や
制
定
法
以
外
の
悩
行
に
基
づ
い
て
判
断
を
下
す
こ
と
に

は
慎
重
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
抑
）
公
卿
等
の
法
解
釈
と
明
法
家
の
法
解
釈
と
が
対
立
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
も
の
と

し
て
、
早
川
庄
八
氏
「
寛
元
二
年
の
石
消
水
八
幡
宮
神
殿
汚
磯
事
件
」
（
『
中
世
に
生

き
る
律
令
ｌ
言
葉
と
事
件
を
め
ぐ
っ
て
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
）
、
拙
著
「
院
政
期
明

法
学
説
の
形
成
」
（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
一
輯
）
が
あ

（
”
）
瀬
賀
正
博
氏
は
、
拙
著
に
対
す
る
書
評
の
中
で
、
「
家
学
を
墨
守
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
生
す
る
弊
害
、
わ
け
て
も
社
会
現
実
的
な
問
題
の
解
決
が
不
可
能
と
い
う
状
況

が
出
現
し
た
場
合
、
家
学
の
存
在
意
義
は
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
の
か
」
問
題
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
瀬
賀
氏
書
評
『
前
掲
誌
』
一
三
四
頁
）
。

（
躯
）
瀬
賀
正
博
氏
「
明
法
勘
文
機
能
論
」
（
『
法
制
史
研
究
』
蛆
、
一
九
九
九
、
一
○
四

き
た
い
．

る
。

頁
一

◎

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

中
世
法
解
釈
立
法
家
学
法
書
明
法
勘
文

論
ｌ
」
（
『
前
掲
誌
』
三
六
頁
）
。

五
八

’


